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序論
1人の男が立っている。銀のロングコー トに身 を包み胸の前で腕 を組んで、渋谷センター
街の真ん中で仁王立ちしている。彼 はナンパ師である。夜な夜な街に繰 り出して、次々に見
知 らぬ女性 に笑顔で挨拶する。ある女性が彼 の問いかけに困惑 しながらも足を止め、話 しを
聞き始めた。彼 らはものの数分でもう何年 も共に過 ごしてきたカップルかのような親密な笑
顔 を見せ合 っている。そ して数時間後には永遠の別れの挨拶をしている。 一般的
に男女が出会い、互いの距離を縮 め、心身 ともに結びっき、いずれその結びっきがほどける
まで どれ ほどの時間がかかるのか。ナンパは一般的な男女の 「恋愛」とは比べ物にならない
くらいのスピー ドで、出会いか ら別れまでを辿 る人間の配偶行動である。そ してこのセ ット
を何回も繰 り返す人びとが一般的にナンパ師 と呼ばれる。本論文はこのナンパ師を社会学的
に分析す る。
ナンパ とは一般的に、主に男性が見知 らぬ女性に性的な意図をもってアプローチすること
を言 う。ナンパを進化心理学的に研究 した坂 口菊恵 によるとナンパは 「一般 に男性が女性に
対 して、面識や交遊がないのに性的な意図をもって声をかけ誘 うこと」、ナンパ される対象
である女性 目線からは 「女性の受ける、未知の男性からの予期せぬ性的アプローチ」(坂口:
2009:6,20)と定義 される。では、辞書においてナンパはどのよ うに定義 されているか?実
は、 日本の辞典において、 「ナンパ」とカタカナで書かれたものは少なく、(た とえば 『隠
語大辞典』)ほ とんどが 「軟派」 と表記 される(『 広辞苑』 『大辞泉』 『新明解国語辞典』
『日本国語大辞典』など)。 『日本国語大辞典』第二版10巻に収録 されている 「軟派」の項
が辞書類において一番 くわ しいので紹介 しよう。
なん一ぱ 【軟派】[名](1)意見や主義が軟弱な党派。強硬な意見を主張することができ
ない者。⇔硬派。(2)新聞 ・雑誌で、社会面や文芸、またはっや物などの記事 を担当する
部門やその記者。(3)異性 との交遊や、華美な服装を好んです る青少年の一派。⇔硬派。
(4)(す る)転 じて、俗に、街頭で声をかけて異性をさそ うこと。(5)取引市場で、
相場が先ゆき下落すると見越 して売 りに出る人々。弱気筋。
本論文が主たる分析対象 とするのは、(4)の意味、街頭で異性に声をかけて誘 う 「ナンパ」
である。おおよそ、以下のポイン トがその構成要件 となる。①男性が②見知 らぬ異性に対 し
て③性的な意図をもって声 をかけ、短期的な性(愛)的 関係 を構築 してい くこと。このコミ
ュニケーシ ョンが 「ナンパ」 として仮に定義することができる。
本論文が分析対象 とするのは、このような一般的な意味の 「ナンパ」である。もちろん、
男性が見知 らぬ男性に性的アプローチする場合、女性が女性に、女性が男性にアプローチす
る場合(最 後のものは特に 「逆ナ ンパ」 と呼ばれ る。)も 存在するが、本研究では対象 とし
ない。i
■本論文の構成
第1章 では、ナンパの構造 とナ ンパを成立させ る基本要件にっいて記述す る。論者の意見
では、ナンパは生物学的な基礎を持ち、社会的なある条件 を満たすことで限定的に生 じる社
会現象であることを仮説に している。(これ を狭義のナンパ と呼ぶ)
第2章 では、大正期(1915年頃)か ら現代に至 るまでの 日本のナンパの歴史を記述す る。
どのような場所で どのようなナンパが行われ、その社会的な意味を探ることを 目的にす る。
第3章 では、前章を引き継ぎ、狭義のナンパが成立す る社会的要件を考察す る。この章で
はナンパから社会をみることを目的にする。その時、キーワー ドとなるのは、空間の変遷、
意味の変容、近代的恋愛イデオロギー との関係である。
第4章 では、ナンパ師それ 自体に焦点を当てる。前章までに検討 したことにより現代のナ
ンパ を社会的に意味づけることは大変難 しくなった。それでも路上に立っナンパ師を論者 自
身のフィール ドワークにより記述す ることが難 しい現在のナンパの一考察を記述す る。
第1章 ナンパ とはなにか
■1-1ナ ンパの構造
ナ ンパ とは一般的に①男性が②見知 らぬ異1生に対 して③性的な意図をもって声をかけ、短
期的な性(愛)的 関係 を構築 してい くこと。であったど操作的に定義 したが、これだけだ と
その内実は明らかでない。このままでは何 を具体的に分析するのか定かではないので、まず
その基本的なプロセスを記述する。
ここではナンパのワンサイクルを主な行動/対応 フェーズに分けて説明する。ここで紹介
するナンパ手順はあくまでも一般的なモデルであって、必ず しも以下のよ うなチャー トを辿
るわけではない。しか し、このように行動 を抽象化 し理念化す ると、どのようなコミュニケ
ーション ・ゲーム、っま り目標 とルールが存在 しているかが見えてくる。ナンパ師たちが内
輪で使 う特殊な用語にっいては 〈〉で括ってある。
なお、以下は論者は2012年5月か ら2014年の12月にかけて延べ21人のナンパ師に帯同 し、
どのよ うなナンパが行われているかを取材 し分析 した結果である。
▲ナンパの手順
〈声かけ〉=出 会い
ナンパはまず出会 うことか ら始め られ る。ナンパにおいて任意の場所で性愛対象にアプロ
ーチす ることを一般 に 「声かけ」とい う。この場合、声 をかけて相手に取 り合って貰える確
率はナンパ師(の 実力)に よって様々だがお よそ数%～ 十数%程 度 と低い。そのため、ナン
パ師は一回のナンパの機会において往々に して多数の女性 に声をかけることになる。またこ
のような多数の トライアルが傍 目には手当た り次第に声を掛 けている軽卒な行為=ナ ンパ
として社会的に認知されているであろ うことは想像に難 くない。辞書の意味 としては、 「ナ
ンパ」 とはこの声かけフェーズのことを指す ことが多い。
声かけ 目的は相手に認知 してもらうことである。この声かけがナンパ師にとって最初のハ
ー ドル となる。ナンパ師たちによれば、この声かけが最初の難関であって、このフェーズを
ク リアできればナンパは半分終わったものと言っても過言ではない。声かけをして相手に認
知 されることでナンパが始まると言える。道ばたで声かけをす る 〈ス トナン〉やナイ トクラ
ブで声かけす る 〈クラナン〉で細部は違 うが基本的には相手の視界に入 り、自らを(好)印
象づけることが目的 とされる。
〈ガンシカ〉=拒 絶
声かけによって相手に認知 される段階で相手か らコミュニケーションに全 く応 じられな
いことをガンシカ(頑 としてシカ ト)とい う。声をかけてもナンパ師 と目を合わせず完全に
取 り合わない。主にナンパ されることに慣れている女性が、ナンパやスカ ウトな どに完全に
応 じないことを言 う。このガンシカは女性にとって反復学習的な対応であ り、ルーチン的な
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や りとりになる。ガンシカされたナンパ師は食い下がって、ガンシカ崩 しをするか引き下が
るかの選択 をす る。ガンシカ崩 しとは声かけを無視する女性にあれ これの工夫をして対応 さ
せ るテクニックである。この際、ナンパ師は取 り合わない女性に話 しかけたまま並行に追跡
し 〈平行 トーク〉、身体的な動作 と発話で女性 にまず立ち止まってもらい 〈ビタ止め〉、話
しを聞いてもらう環境 を作 ることに腐心することとなる。
〈なごみ〉=受 け入れ⇒親密1生を深める
声かけを して反応を貰えれば、次はなごみのフェーズに移 る。なごみ とは、声かけ以降の
世間話や身の上話などを して相手の女性 と仲良くなることである。厳密には仲良 くなること
が 〈なごみ〉であるが、主にその後、居酒屋やカラオケ、漫画喫茶に 〈連れ出 し〉た り、個
人的な連絡先を得 るための橋渡 しの役割を担 う。相手の情報 を知るための質問や、こちら側
の感情や意図を伝えることでより親密な会話を成立 させる、っまり和むことが後の 目的を達
成する通過点 となる。なごみフェーズにおいて重要視 されるのは 「盛 り上がること」11であ
り、このなごみ次第で後のフェーズに進 めるか どうかが決まって来る。
〈番ゲ〉=関 係性の確保
なごみフェーズがク リアされれば、次は具体的な交渉フェーズに移行す る。交渉 フェーズ
は番ゲと連れ出しである。番ゲは相手の電話番号やLINEなどのスマー トフォン用メッセンジ
ャーアプリのIDを交換することである。番ゲの 目的は声かけ段階が終了 したあと、あ らため
て対象 とコミュニケーシ ョンを取ることにあり、後のアポイン トメン ト 〈アポ〉が具体的な
目標 となる。ゆえにナンパ師はアポにっながる番ゲを心掛 けることになる。ここで使われ る
テクニックとしては、相手の女性にこちらの電話番号な りアプ リIDなどを教え、その場で電
話をかけてもらうかメッセージを送ってもらうものがある。こ うすることで相手か らのコミ
ッ トメン トを得、後のコミュニケv-・一・シ ョンの確立を上げるとい うのだili。また、相手がその
場で番号を教えてくれない場合は自分の番号のみを相手に渡す 〈ブーメラン〉と呼ばれ る行
為をすることになる。このブーメランではナ ンパ師は対象の連絡先 を知 ることができず、相
手か らのメッセージや着信を期待するしかないので、後のコミュニケーション確率は下がる。
あるナンパ師によるとブーメランを放って返信が くる確率はかな り低い。
〈連れ出し/アポ〉=更 なる親密性の深化
声かけ毅階からさらに親密性を深めるために他の場所に一緒に移動することを連れ出 し
とい う。手練のナンパ師になると番ゲより連れ出 しを優先順位に置 くようになる。なぜな ら、
後 日にアポをとってデー トするよりも、即、目標であるセックスにっながるからである。会
ってその 日中にセ ックスすることをナンパ界では 〈即〉と言い、次回改めてデー トしセック
スに至 らしめることを 〈準即〉、次々回では 〈準準即〉 と呼ばれる。ナンパ界において価値
が高い とされるのは即ゆ準即で、声かけか らセックスの時間までが数十分程度の極端に短い
ものは 〈弾丸即〉な どと呼ばれた りす る。おおよそであるが、ナンパ界においては声をかけ
てか らセ ックスまでの時間の短さが価値の指標のひとっになる。
ナンパ師は声をかけてある程度の好意的なレスポンスを受けると連れ出 し打診 をす るが、
親密性 を深めるためにより閉鎖的な空間に移行す ることを目論む。もちろん、相手 との和み
のレベルを勘案 しなが ら打診先 を選定す る。いきなりラブホテルや 自室、レンタルルーム(シ
ャワーや簡易ベッ ドが取 り付けられているが、宿泊業の業態をとらない施設)に 同行できる
なら苦は無いが、大抵の場合は不可能である。ゆえに、それ らより開放度の高い場所を選ぶ
ことになる。と言っても、路上での立ち話 よりはプライベー トな場所に行 くことが作業 目的
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であるので、通常飲食店やカラオケ店などに入 ることになる。多少の魅力を感 じナンパに付
いてい くことにしたと言え、相手の女性か らす ると会ったばか りの男性 と閉鎖的でプライベ
ー トな空間に行 くことは忌避 される傾向にあり、多 くは開放的な喫茶店、居酒屋などに落ち
着 くよ うだ。ナンパ師が示す魅惑度合いや女性の心理状態の如何によっては、よりプライベ
ー トな空間に連れ込むことができる。その場合、カラオケ店や漫画喫茶の個室、前述のラブ
ホテルや レンタルルームに行 くことになる。その場合ナンパ師にとって 〈即〉の可能性が高
まることは言 うまでもない。
〈ギラっき〉=性 交渉の交渉
声かけ、連れ出 しに成功 したナンパ師の最終 目的はセ ックスである。ナンパ師は連れ出し
先のよりプライベー トな空間でセックスを目指す ことになる。ここで行われるのは、単なる
友好から性交渉への移行である。仲良 くしゃべった り、飲んだ りするだけではセ ックスをす
ることができない。そこでナンパ師は言葉やボディタッチによる具体的な誘惑の行動をとる
ことになる。これが 〈ギラ〉や 〈ギラっき〉と呼ばれる。ギラっきセ ックスへの誘惑が上手
くいかないことを、 〈グダ〉 と呼ぶ。相手が 「グダグダ」して言 うことをセ ックスに応 じて
くれないことを指すが、この場合ナンパ師は 〈グダ崩 し〉をす ることになる。セックスに応
じるように相手を説得す るのであるが、キスをす るなどの身体性 に訴 えるものから、論理的
に相手を説得す るなどの様々なバ リエーションが存在する。見事 〈ギラっき〉、上手く誘惑
できると、念願のセ ックスに辿 り付けることになる。
■目標はセ ツクス、内容は親密度の向上
ナンパ師が仲間内で使用する用語を紹介 しなが ら、ナンパのプロセスを記述 したが、論者
が言 うまでもなく、プレイヤー 自身このようにある目的を達成するためにシステマチックに
ナンパを捉 えている者が多い。
ここでナンパのプロセスっいて再度抽象化 し、単純にまとめると以下のようなものになる。
まず、 目標 としてのセ ックスがあるiv。セ ックスまでの時間や コス トは短小である方が望ま
しいが、相手の都合上困難なものとなる。そこでナンパ師は最終 目標につながる中間ポイン
トを設 け、毅階的に関門をクリア してい くことになる。目標達成が容易であれば、設けられ
るチェックポイン トも省略され ることになる。
トップダ ウン的に記述すると、セ ックス(目 標)や和み(過 程)Φ声かけ(認 知)と なる。
ナンパでは、全 く相手か ら認知 されてない状態から相手 とかな りの親密性を共有 している状
態まで持って行 くことになる。っま り、①セ ックス とい う一般 的に親密度 がかな り高い
コミュニケー シ ョンを達成す るた めに、②親密性 がゼ ロの状態 か らセ ックスが可能な
レベル まで急 ピッチ で引き上 げるこ とがナ ンパだ と言えることになるv。(図1)ナンパ
の目的はセ ックスであ り、内容は親密度の向上である。仮に女性がセ ックスに応 じる親密度
を10とすると、相手から認知 されていない親密度0の状態から親密度10まで上げてい くこと
がナンパの過程なのである。そこでは、親密度の降下 ・停滞を避けることが努力 され(ガ ン
シカ崩 し、グダ崩 しなど)、親密度を段階的に上げて行 くテクニックが駆使 される(連れ出
し、なごみ、番ゲ)。
図1)ナ ンパ の プ ロセ ス
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▲ナンパの 目的
ではナンパの目的はなんだろ うか?も ちろん、見知 らぬ女性たちとのセックスであるが、
その内容はそのことがよく現れている証言をいくっか紹介 したい。
"街に出撃 しτから帰 るまで、ど初だけス ト高を」即拘るのか。実力 って纏 ヲそういうこと
なん ですよ。何件番ゲ したとかそういうことじ†5ない。もちろん次につなげるために番ゲは
重要 です。でも、たかだか番ゲをしτ喜ん でいるよう0や ナンパ師 とば言えない。その辺の
サラグーマンみた いに酔 って遊当にナンパするぐらいならいいですげど、僕 らはぞ うじゃな
いでずから。常に繰 をど初だ げ出 すかに重 きを置 いています。どジネスと1可びびゃないで
すか2"(K氏 インタビュー より)
"一回のアポ ではなるべ く飾 夕ずるようにしています。連れ出 し先は安 い居酒屋か漫画喫
茶かカラオケですかね。一回2000円 ぐらいで済1ますこともあ クます。一ス70000reもか
げてたら一∠ヲ何回もできないびゃないですか"(M氏 インタビューより)
"ナンパ では潰切りが弐 切。初の者がや クやずいのは会話が盛 ク±が ってるか らと言って、
ずっとその女姓とばっか りしゃべって鋸 即初ないこと。侍周 とお金 を無駄にした くなか っ
た らどこで須切 クするかの見極めが6や んとできな いとね"(S・T氏 インタビュー より)
"ナンパ
っ て'いうの は最 初 のス ク グーニ ン グ作業 が ほ とん ど やか らね"(K・S氏 イ ンタ ビ
ユー よ り)
おおよそナ ンパ界においては声をかけてか らセ ックスに至 るまでの時間が短いほど価値
が高いとされている。さらにより多くの女性をナンパ しセ ックスまで至ったことも仲間内で
の価値指標 となる。さらに一般的に容姿や社会的地位が高い女性 を口説 き落 とす ことも目標
とされる。例 えば、容姿の優れた女性 を多くのナンパ師は 〈ス ト高〉や 〈スペ高〉(ス トリ
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一 ト、スペ ックの略である)と 呼び、点数 をっけて後に仲間内で報告 し合 うこともある。
数 を稼 ぐことが望ま しいこととされている中で、できるだけ時間的、金銭的 リソースを節
約 したかも暗黙の評価軸 になっていることがあるvi。あくまでもリソースを節約することは、
より多くの女性 と関係す るための外的条件にすぎないので副次的なものであるが、より短時
間でセックスまで至る 〈即〉の価値が高い傾向も見 られ る。
より多 くのナンパを成功 させ るためにはこれ以上進展できなさそ うな相手にコス トをか
けるのは得策ではない。よってナンパをする際にナンパ師はその女性がナンパに応 じてくれ、
最終的にセ ックスできる相手かどうか見極める作業をしている。もしそれ以上の進展が見込
めない場合彼 らの多 くは手を引く。多くのナンパ師はこのことを株取引の用語を流用 し 〈損
切 り〉 と呼ぶ。
熟練ナンパ師になるほど、少ないコス トでより多 くの成果 をあげることができるようにな
る。引用のKS氏が述べ るように、〈声かけ〉の段階でナンパ師は声をかける相手がナンパに
応 じてくれるか どうかに注意を払い、実際にそのスクリーニング能力が高いほどナンパに成
功するよ うである。また、ナンパによくあ う女性は短期的に男性 とセ ックスする志向が、そ
うではない女性より比較的強いことが明 らかになっている(坂 口:2009)v11。ナンパ師はナ
ンパに応 じてくれる女性 を見抜いているのだ。
このようにナンパ師の間では一般的に、ナンパ成功数の増加、レベルの高い女性をナンパ
することviiiがその 目標 となってお り、より多 くの質の高いナンパを成功す るために、ひ と
つのナンパにかけるコス トの最小化が 目指 され る。その際、ナンパをするか しないかの判断
基準は相手がナンパに応 じて くれるか どうか、相手の女性の レベルが高いか どうかである。
図2)ナ ンパの 目的と手段
■1-2ナ ンパを成立 させ る生物学的基礎
前項ではナンパの手順 とナンパの 目的 と手段 を記述 し、その大枠が分かった。ではこれ ら
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の行為はいったい どのような条件で成 り立っのだろ うか。進化心理学者のデヴィッ ド・バス
とデヴィッ ド・シュミッ トは1993年に 「性戦略の理論」ix(sexstrategiestheory)を打
ち出し、ヒ トは男女 ともに性行動において進化心理学的には短期的配偶戦略(short-term
matingstrategy)と長期的配偶戦略(10ng-termmatingstrategy)の2っに大別 され る戦
略を用いていると主張 した。短期的配偶戦略 とはカジュアル ・セックスのようにさまざまな
相手 と短期の間に性的関係 を結んでい くスタイルで、長期的配偶戦略 とは結婚のように長期
にわたって特定の相手 と関係するスタイルのことである。例えば多くの社会において男性の
方が短期的配偶戦略に許容的であるxように、バスらは男女がそれぞれの配偶戦略を通 して
解決 しなければな らない進化上の適応課題は互いに異なっていると述べている。他にも、男
性にとって、カジュアル ・セ ックスがもたらす最大の利益は、子孫の数がそれだけ増えるこ
とであ り、そのため男性にとっては、いかに して数多 くの異なる女性 とセ ックスするかとい
うことが適応上の課題 となってきた。
図3)2つ の配偶戦略とその要点
男性 女性
1.パ ー トナ ー 数 の増 大 1.相手か らす ぐに資源 を引
2.女性が性的に近づきやす き出せること
短期的配偶戦略 いか どうかの見極め 2.長 期 的 な パ ー トナ ー に な
3.コ ス ト 、 リ ス ク 、 コ ミ ッ る可能性
トメン トの最小化 3.遺 伝 子 の質
4.妊娠力の高い女性の判別 4.長 期 的 な パ ー トナ ー を 替
えるときの予備
1.父性の信頼(投資先が自 1.投資 能 力
分の子供か どうか) 2.相手の男性 が投資する気
2.女性の生殖能力 があるかどうかの見極め
長期的配偶戦略 3.関 係 へ の コ ミ ッ トメ ン 3.身体的な保護
ト 4.関係 へ の コ ミ ッ トメ ン ト
4.子 育 て の ス キ ル 5.子育 て の ス キル
5.遺 伝子の質 6.遺伝子の質
配 偶 戦 略 の 文脈 別 、 男性 ・女性 それ ぞ れ が パ ー トナ ー 選 択 の 際 に求 め る もの
Buss&Schmitt(1993)より。
バス らによれば、人間にはこのような配偶上の戦略 と要点がある。ここで、人間の男性の
短期的配偶戦略と、前項で見てきたナンパ師たちによるナンパの 目的 と手段(図2)に 照 ら
し合わせ ると、これ らの要点はほぼ一致する。逆にバスらが言 うところの短期的配偶戦略が、
ナンパ師たちの行動基準をそのままなぞっているかのようである。とい うことは、ヒ トは進
化の適応上何百万年 も前からナンパ してきた と言 えるのだろ うか?論 者の考 えではあくま
でもこの短期的配偶行動の志向性はナンパをす る生得的な基礎に過ぎない。とい うのも周 り
も見れば明らかなよ うに、あ らゆる人間の男性がナンパするわけではない し、性行動は個体
差によるところが大きいか らである。もちろんバスらが提唱 している性戦略理論はあくまで
も基礎的な理論であって、当てはま らない個体が存在 していないことを証明 しているわけで
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は な い。x1
■1-3ナ ンパ を成 立 させ る社 会 的 条 件
日本の社会学的な統計調査によれば、ナンパをする男性は少数であり、しかも時代によっ
てその割合が異なってくる。たとえば、2011年の 『若者の 「性」白書』の調査では大学生の
男子のナンパ経験率は9.8%、女子1.2%。被経験率は男子7.1%、女子40.4%である。今現
在でナンパをしている若者は多 くて10%程度である。また、1974年の調査では男子経験率
29.6%、女子経験率5.9%である(『 青少年の性行動』)。 進化生物学的には人間の男性は
「ナンパ的」なのに、なぜ このような結果が出るのだろ うか?生 物学的な基礎 を超 えた差異、
文化差や社会的な要因が関係 しているのではないか。っま り、ナンパは生物学的な基礎付 け
だけでは成立せず、社会的な背景がないと成立 しないのである。そ して前述 した通 りに、生
物学的な基礎づけを超えて成立 し、記述 され、話 され る 「ナンパ」を狭義のナンパ と呼び、
社会学が扱えるもの として記述する。
ではいかなる、社会的背景がこの狭義のナンパを成立させ るのだろ うか。この問いに答 え
るため、次章ではナンパそれ 自体を歴史社会学的に検討す る。 「男性が見知 らぬ女性に声を
かけ、親密度を急 ピッチで引き上げセ ックスをす ること」とい う意味でのナンパが、どのよ
うにして社会に登場 し、どのように社会にまなざされてきたか、その歴史 を記述す ることに
よって、ナンパを成立 させるも うひ とっの重要なピースが明 らかになる。
第2章 ナンパの社会史
■2-1ナ ンパはいっか ら存在 しているか
日本においてナンパ とい う行為はいっか ら存在 しているのだろうか?フ ランス文学者の
鹿 島茂は以下のように指摘する。
日本語にはナンパ とい う言葉が登場する以前には、それ を指す言葉がなかったとい うこ
とだ。それ どころか、男女の婚前交際が原則禁止 されていた時代の 日本では、ナンパ と
い う言葉が指 し示す行為、っま り 「男が街頭でいきな り女に声をかけて誘 う」とい う行
為 もほとんどないに等 しかったのである(鹿 島=2003)
鹿 島が想定す る 「男女の婚前交渉が原則禁止 されていた時代」がいっなのかが分からない
限 りこの言説の真偽の判定はできないが、鹿 島はその後 「1970年前後にセクシャル ・レボ リ
ューションが起こり、街頭で声 をかける男とそれ に付いて行 く女の子の数が一気に増加 した」
と続 けるか ら、おお よそ1970年頃から本格的にナンパが増 えたのだろ うと予測 していること
が伺 える。
近代の 日本において婚前交渉が禁止 されていた時代は戦後～1960年代にかけてであるが、
む しろ戦前の 日本では恋愛 と結婚は比較的分離 していた。たとえば上流階級の男性は結婚の
外で妾を持っと言った恋愛 とセ ックスの自由があった し、庶民の間では夜這の習慣があった
(山田:1996)。鹿島や山田が言 うように、戦後 自由な男女交際が減少す る。その理由は戦
時下体制にあったと山田は指摘する。総力戦の遂行のために恋愛や性関係 が国家によって統
制 されるようになったとい うのだ。その中で強調 されたのは家族の秩序や道徳で、家族をこ
わす ような自由な感情(婚 前交渉や結婚外の男女関係)は よくないもの として禁止 されてい
く。逆に強調 されたのが、 「愛情あふれる家族」像であ り、親 しい関係 は家族の中で完結 さ
せ、家族の外に出て くることを抑圧 しよ うとしたと言 うのだ(山 田:1996)。
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このような事実か ら、おそ らく鹿島は1970年代以前の婚前交渉禁止の時代にナ ンパがほと
ん ど存在 しなかった と主張するのであろうが、実際のところ、渦中の1960年代にすでにナン
パは存在 し、それ を指 し示す言葉 もあったx11。また、恋愛が戦後25年より自由だった戦前で
ある1900年代前半にも日本社会にナンパは存在 していたのである(鎭唯剣客 「堕落學生の硬
派軟派」長髪逸士 「全國不良學生概観」共に1915『武侠世界』)。
▲資料 としての雑誌
管見の限 りではナンパ を歴史的に記述 した学術研究や書i籍は存在 しないが、明治時代か ら
現代にかけて膨大な量のナ ンパに関す る雑誌の記事は存在す る。最も古いナンパに関する資
料は1915年4月15日発行の評論雑誌 『武侠世界』における 「軟派」に関する記事である。こ
の雑誌では、主に教育系の論客、軍人、ジャーナ リス ト、ライターが、彼 らにとっては問題
のある当時の学生を、逸脱者 ・不良として評論 している。
この中で不良少年 とい う存在は 「硬派」と 「軟派」の2っ のタイプに分けられている。 「帝
都を横行す る不良學生の中には、腕力を武器 として喧嘩 口論を得意 とする硬派 と稻すべきも
のと、婦女子に關係 をっけて金銭を捲上ることを唯一の手段 とする所謂軟派なるものの二っ
がある」(鎭 唯剣客1915)この記述からも分かる通 り、大正期では 「男性が性的意図を持
って見知 らぬ女性にアプローチする」ことがナンパではな く、そのプレイヤーを 「軟派」と
呼んだ。っま り 「軟派」は今で言 うところのナンパ師であり、 「ナンパ」の語源は意味的に
は 「ナンパ師」なのである。
雑誌の性格を概括すると、1915年ごろ～1970年代中ごろまでは、主にナンパ とい う行為そ
のものやナンパをする者たちとそれに応 じる者たちのルポタージュであり、教育者や雑誌記
者などプレイヤーでない者か らの 「外の視座」で語 られ ることが多い。1970年代までにナン
パはすでに存在 していたものの、その資料数の少なさから、人 口に膳衆 していたものとは言
いがた く、物珍 しさか らこのような性格の記事 になることが想像できる。
1978年ごろを境 に1980年代以降は、ルポ的なものからナンパの体験記やテクニック、マニ
ュアル と言った記事に比重が移 っていく。特に1980年代前半は 『週刊プ レイボーイ』 『平凡
パンチ』 『GORO』な どの青年向け週刊誌が毎週のようにナンパ特集の記事を載せ るようにな
り、ナンパに関する記事が一気に増える。っま り週刊誌 におけるナ ンパの扱いは1980年ごろ
を境 にして、外的一観察的なものか ら、内的一行為的なものにシフ トしてい く。っま りこの頃
か ら、ナンパは観察対象でしかない逸脱や奇妙なサブカルチャーから、多 くの人が実践す る
ポ ップカルチャー としてその意味を変遷 させていった。
いずれ にせ よ、日本におけるナンパを歴史的に記述 しようとすれば、先行研究がない以上、
時代の風俗 を写 し出す雑誌からその情報を得て分析 していくのは不適切ではないだろ う。本
研究では、公益財団法人大宅壮一文庫所蔵の約76万冊(2015年11月)の雑誌の中か ら 「ナン
パ」 「なんぱ」 「軟派」 「ガールハン ト」をキー ワー ドとして検索をかけ(結 果4725件最
終検索2016年1月)、中でも 「主に男性が見知 らぬ女性に性的な意図をアプローチす ること」
を主題 とした記事498件を資料 として扱 う。この方法でヒッ トした記事を年代別に分けると、
1910年代が1件、1930年代が0件 、1940年代～1950年代は0件、1960年代が8件 、1970年代が
29件、1980年代が131件、1990年代が182件、2000年代が105件、2010年代が42件と、年代に
よって資料数が大きく違 う。極端に資料の少ない1960年代までのナンパにっいては、全体像
を描 くことが難 しく、あくまでも現代に連なるナンパの系譜イメージを捉 えるもの として記
述する。本格的に資料が増える1970年代以降は資料数の増加にともなってある程度適切な当
時の社会におけるナンパの扱われ方が見えて くると思われる。また、雑誌記事 とい う特性上、
その内容は事実の正確な記述 とい うより、読者 を楽 しませよ うと内容 を戯画化 しているもの
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が多い と考えられる。ゆえに記事中の評論部分や読者 に読ませ よ うとす るための レトリック、
誇張な どに極力注意 し、そのような部分にっいては排除す る。事実が記載 されていると思わ
れる部分を 「ピックアップ」し、あくまでも当時の社会的な事実 としてのナンパにっいて概
観 し、ナンパの歴史的変遷 として記述 していく。
■2-21910年代一大 正 期 の ナ ンパ ～都 市 を うろっ く不 良 少年 た ち～
先述のように、ナンパ とい う言葉は、今で言 うところのナンパ師の意味を持っ 「軟派」が
語源であったが、では当時、その 「軟派」と呼ばれた人びとはどのような青年たちであ りど
のようなナンパをしていたのだろ うか?
先の 『武侠世界』の記事によると1915年当時の軟派は、流行に敏感でファッションに気を
使い、過激 と言われていたヨー ロッパの恋愛小説や 自然主義に影響を受け、欧米スタイルの
自由恋愛 を彼 ら流に実践 していたと言 う。
「ドウスル連」 「フレン ド」とい う例外的な一部の軟派グループを除き、一般的な軟派は
硬派のように団体で行動す ることは少ない。「眞の實行派になると全然輩独行動を執って居」
た。その風貌は 「衣物の如きも軟か物を踵の隠れる程に着流 し、帯 も色物の縮緬を用ゐ ざれ
ば白縮緬の兵児帯を締めると云 うふ うや うに常にヂャラ 》し」してお り、女性の 目を惹き付
けるためのコーデ ィネー トを心掛けていたようである。ハーモニカや ヴァイオ リンと言った
趣味 も女性を惹き付けるための小道具であ り、ファッションからナンパの小道具まで工夫を
凝 らす ところは現代のナンパ師 と変わらないxiii。
軟派は、浅草の映画館や、縁 日、祭 り、公園などの盛 り場で女性にアプローチ した。路上
ナンパの方法 としては、当時の女性言葉などを敢 えて使用 しラブ レターや名刺 をしたため、
歩いている女性の着物の挟に滑 りこませたり、道や公園で見かけた女性を尾行 し声をかけて
いたようだ。アプローチの方法も今のナンパの手法 と極めて似てお り、現代のナンパ師が渋
谷のセンター街で 〈声かけ〉をして女性 と連絡先を交換す る 〈番ゲ〉するナンパの手順 と本
質的には変わらないと言える。また、映画館などでは女性の隣の席に座 り、手に触れてみた
後、相手が拒絶 しなければ手を握 るとい うナンパの手法 として開発 していたようだ。他 にも、
わ ざとっまついて女性にぶっか り「ご免なさい」な どと言って話 しのきっかけをっくった り、
道な どを尋ねて話 しのきっかけを作る手法もあった とのことである。(鎭 唯:1915)このあ
た りも現在でい うところの 〈間接法ナンパ〉 と全 く変わ らない。
軟派はナンパの経験が浅い段階では、女性たちと性的関係を結ぶだけに止まるが、金銭に
困 りだす と彼女たちか ら小遣いをもらった り、関係 した女性 を風俗店な どに売 り飛ば した り、
働かせた りするよ うになる場合 もあったそ うだ。っまり現代で言 うところの 「ヒモ」が軟派
か ら派生 していたようだ。
また、軟派は当時の 「大人」からまなざされた不良学生のひ とっであるか ら、多くは学生
の身分だった。当時の学生はエ リー ト階級の子女であることがほとんどで(桜 井:1997)、
すなわち軟派 も上流～中流の家庭の子女であった。軟派は 日露戦争集結の1905年以降観察 さ
れ るようにな り、 「明治40年(1907年)以後はだんだん殖える一方である」であった(鎭 唯
1915)。
また、同雑誌 における長髪逸士の記事 によると、東京や大阪、神戸、仙台、名古屋、福岡
などの各地方大都市から、浜松、岡崎、甲府、富山の中規模都市、当時の植民地であった台
湾などに、その姿を確認することができたとい う。
この時期の多 くのジャーナ リズム報告では硬派 と軟派を違 う青年像 として描きだしてい
る(鎭 唯:1915,礫川:1913)。
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一方で、神戸を本拠地 とする白手組(ホ ワイ トハ ン ド)とい う230人を超す大所帯の不良
少年 グループなど、硬派 と軟派を併せ持っハイブ リッ ドな組織 もあったようだ。A組とい う
美少年のみで組織 された対婦女子ナンパ専門の部隊。A組を監督 しっっ、脅迫や喧嘩を得意
とす る硬派のK組。さらにK組の中でもエ リー トから選ばれ、組織全体を監督 し、外交、会計、
秘書を司る幹部 としてM組の三部に分かれていた(長 髪:1915)。
▲硬派
本論文で注 目す るのはナンパ をしていた 「軟派」であるが、その同類であ り、対照的な存
在 として扱われ る硬派 とはいかなる存在だったのだろ うか。彼 らは、例えば 『骸骨団』 『タ
イガー倶楽部』などとい うチーム名 を名乗って徒党を組み、チーム間で喧嘩や抗争を繰 り返
す武闘派であ り、基本的には軟派のように女性 とは交際せず、美少年を愛でていた。ある種
当時は異性愛が軟派で、同性愛が硬派だったと言えよう。明治33年には東京水道橋で、ひ と
りの美少年をめぐって3っ の不良少年チームが集まり動員200人の大乱闘事件が発生 した。
彼 らはグループを成 して喧嘩に明け暮れていた。明治維新当時の志士のような振る舞いを
真似た自由民権運動の壮士をさらに真似て、町中で徒党を組み、喧嘩や 口論 し、短刀、ピス
トル、ナイフ、ステ ッキ、十手な どの危険物を懐中し、縁 日や公園で他の硬派グループ と喧
嘩や決闘す る。彼 らはバンカラなどとも呼ばれ、その風貌は 「破帽弊衣を得意が り、をかま
防止に朴歯の下駄をガタっかせて大道狭 しと澗歩する」と形容 され る。明治32年=西暦1899
年頃に東京 ・神 田を中心として勢力を張った 「東櫻倶樂部」300人以上、 「芙蓉義團」200
人以上、 「血青團」150人程度、を筆頭 とし、数えられるだけでも十数の硬派不良少年 グル
ープがあった。(鎭 唯:1915)
▲明治一大正期のナンパ師 とはいかなる存在か?
硬派 と軟派は主に当時の不良学生を中心 とした若者のタイプであって、構成員は上～中流
家庭の出自の若者が多かった(桜 井:1997)。金 に不 自由していないか らこそモラ トリアム
の遊び として喧嘩やナンパに勤 しむことができた。このように当時の雑誌記事 を見てい くと、
おおよそ当時のナンパ師=軟 派は次のようにま とめることができる。
風貌:当 世風に見て、女 らしい。チャラチャラしている。
活動地域:東 京を中心 として大阪、神戸、仙台、名古屋、福岡などの都市部
活動場所:活 動写真館、縁 日、祭 り、公園な どの盛 り場
属性:上 流～中流家庭の子女
硬派 グループは1900年ごろにすでに東京の盛 り場には存在 し、少な くとも軟派も1907年ご
ろには確認 されていた。そ して、100年前の軟派たちの 「ナンパ」は現代のそれ と大きく変
わらず、派手な服装で盛 り場を練 り歩き、 「容色 よき令嬢」に 〈声かけ〉をして籠絡す る……
(鎭唯:1915)おおよそ、まだナンパ とい う行為はメジャーなものではない し、そ もそ も 〈声
かけ〉のことをナンパ とは呼んでいなかった。また、ナ ンパのプ レイヤーたちも都市部に住
む学生であ り、時間的にも金銭的にも比較的に裕福なものであった。ナンパ をす るためには、
時間や金銭の リソースが重要なことは1章 で検討 したが、100年前のプレイヤーたちはこの
条件を満たす ことのできるわずかな存在であっただろ う。
■2-31960年 代 のナ ンパ ～お ぼ っ ち ゃ ん た ち の反 抗 ～
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かって 「ナンパ」は 「軟派」とい う不良青年のキャラクターを表す言葉であったが、これ
がいっカタカナの 「ナンパ」になったのだろうか?っ ま り、人の属性を指 し示す ものから「主
に男性が見知 らぬ女性に性的な意図をアプローチすること」とい う行為の意味 として使われ
るようになったのだろ うか。
管見の限 りではナンパ とい う言葉が 日本の雑誌 メディアに現れ始めたのは戦後20年後
程度のことで、1965年の 『週刊サンケイ』の記事に見 られる。1930年代や1950年代にも雑誌
上で 「軟派」 とい う言葉は使われているが、まだ 「ナンパ」は見 られなかった。また、記述
されている内容についても 「男性の見知 らぬ女性へのアプローチ」とい う意味ではなく、新
聞や文学での意味で使用 されていた。後の1980年代にナンパの特集雑誌 を多数組む ことにな
る 『週刊プ レイボーイ』(集 英社)の 創刊が1966年であるが、この雑誌でもまだ 「ナンパ」
とい う用語は使 っていない。しか し、1967年には 「日本青年の海外ハン ト武勇伝」とい うタ
イ トルで、ナンパ的な特集を組んでいる。ただ 日本のナンパシー ンを記述 したものではない。
とは言いっっも、60年代のプ レイボーイ誌ではすでに後の消費文化の流れに乗るナンパの先
駆けのような、 「軟派な」記事が多数組まれているXIV
数少ない、1960年代のナンパ記事であるが、どのようなものだったのだろ うか?先 に紹介
した、1965年3月22日発行の 『週刊サンケイ』が 「マ ッハ族」 「フーテン部隊」 と呼ばれる
若者たちを紹介 してお り、彼 らはナンパを 目的 として銀座に集ってきていると報告 している。
本記事によると、彼 らマ ッハ族、フーテン部隊の少年たちは銀座にやってきて何をするでも
なくたむろ している。スポーツカーに乗って銀座 を走 りま くる 「マ ッハ族」。彼 らは10代後
半～20代後半までの男性で、また女性を同伴 してやってくるものたちもいる。ポルシェなど
の高級車に乗っている者 も確認 されたようだ。もう一っのグループは 「フーテン族」。こち
らはマ ッハ族 よりも比較的若 く、中学生～高校生で構成 され る。まだ自動車免許が取得でき
ない年齢の若者たちがコンチネンタルル ックやアイ ビール ックで身を包み、銀座の路上で仲
間と談話 した りナンパを した りするとい うのだ。両者 とも比較的裕福な家庭の子女であった
ようで、フーテン族の少年少女は.月5000円～10000円の小遣いを貰っていると証言 している。
2015年現在の消費物価指数は1965年のお よそ4.2倍xv(統計局:2015)であるから、現在の価
値に換算すると約20000円～40000円ものの小遣いを貰っていたことになる。現代(2012年7
月)の 高校生の小遣い平均額 は4585円(公益財団法人消費者教育支援センター と公益財団法
人生命保険文化センター:2012)であるから、その4.36倍～8.72倍xv1に値する小遣いを得
ていた とい うことになる。
少 し年上世代である 「マ ッハ族」の青年たちは自家用の自動車で乗 り付 けていた し、ある
19歳の少年 はバーでのアルバイ ト代25000円と家か らの小遣いが50000円もあったそ うであ
る。フーテン族 とマッハ族には直接的な結びっきはなかったようだが、フーテン族はいわば
マッハ族の予備軍のよ うな存在であり、共に裕福な家庭の子女が 「家庭から、学校から、す
べての束縛か ら飛び出」す先 として銀座 を選び、たむろし、そこでナンパをしていた。
では彼 らの行 うナンパ とは一体 どんなものであったのだろ うか?あ るフーテン族の少年
は 「ナンパ して、サテン(喫 茶店)に 行ったんだ。きょうは、11時に出てきてよオ、もう三
回もサテ ンに行 った」 とか 「ナンパってのはサ、街で女の子誘ってさサ、サテンへ行って、
そいでしゃべった りす るんだよな。ただそれだけだよ。そ りゃいっ しょに旅館に行った りす
るのもあるけどサ」な どと述べている。同じよ うにマ ッハ族の青年も 「車だと金 も最低の線
ですむもんな。旅館代はい らない しよオ。ヘ ッドライ ト当て られても反射するか ら、なかは
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見えない しよ」、 「車で遠出 してさア、おそ くなっちまえばよ、帰ろうなんて女はいないも
んな」 と証言 している。
彼 らとたむろ行為を共にする女子たちも積極的にマッハ族の車に 「乗せてってよ」などと
誘っていた。彼女たちもナンパ少年たちと同じように、裕福な家庭の子女であ り、家庭の束
縛を逃れて銀座 にやってきていた。 「(家に)帰 りたくないの」 「ウチなんかいてもどうし
ようもないもん」 「ここにいて、みんなとさわいでいるほ うが気楽だ し」な どとい う彼女た
ちの中には家出をした者たちも多数いた。当時の警察は 「(銀座にたむろす る少年少女の)
家庭はみな中流以上で、貧困とい うのはありません。家出の原因は家庭の無理解、無関心、
愛情の欠如ですかね。家庭 をきらってる」と証言する。あるフーテン族の少年 も 「オ レたち、
なんでこんな とこにいるかわかる?家 庭に問題があるからです よ。親が理解がないからです
よ。好奇心てのもあるけどね」 と言っている。
また、1968年6月発行の 『文藝春秋漫画読本』では深夜の原宿にスポーツカーで集まる 「原
宿族」へのインタビューが掲載 されている。彼 らも銀座の 「マ ッハ族」と同じよ うに、 「親
の買ってくれたスポーツ ・カー」を乗 り廻 して、 「カ ッコいい女の子を探」 し、ナンパ して
江ノ島あた りに ドライブに行 くのだと言 う。彼 らはインタビューアの風俗小説家 ・梶山季之
がセックスをしているのか どうかを聞くと、お茶を濁すようにして 「彼女から断られたら悪
いもんな!」 と積極性を否定 している。このような消極的な少年たちを梶山はナンパなどは
断られてもともとで、最近の若者は覇気がない と誌上で説教 しているのだが、いずれにせよ
この時代には東京の夜の繁華街などに自動車で乗 り付け、ナンパ している者たちがいたよう
だ。
これ らのルポタージュに現れ るナンパのプレイヤーは、いずれも中流以上の裕福な家庭の
子女であって、家庭や学校か らの逃避、モラ トリアム的な行動 として銀座や原宿に集 まり、
ナンパを していたようだ。彼 らは大正期の軟派 と同 じく、時間的金銭的に余裕があり(ナン
パの条件)、 家庭や学校への反抗 として(ナ ンパの動機)ナ ンパをしていたことが伺える。
1960年代の 日本において 「学校」や 「家庭」はその支配下にあった少年たちにとって敵意の
対象 となってお り(桜井:1997)、少年少女は家や学校を抜け出 して、都市の繁華街などに
たむろすることが社会問題になっていた。1960年代後半は1947年～1949年生まれのベ ビープ
ーム世代が10代後半～20代前半を迎え 「若者」が台頭 してきた時代でもあった。このよ うな
社会状況の中で、 「坊ちゃん嬢ちゃん」たちの 「反抗」としてのナンパが行われていたので
ある。銀座 にスポーツカーで乗 り付 け、アイ ビール ックに身を包んでミニスカー トの女の子
をナンパする……大正期までではないが、まだ経済的、時間的に余裕のある都市中間層の子
女がナンパの主役であった。しか し、このころか ら急激に高学歴化 し1965年には高校進学率
が70%を超え、時間的に余裕の若者が急増 したと言える。そのため、例えばナンパのプ レイ
ヤーに多 くの若者 が参入 し、必ず しもお金持ちの子女ではな くても銀座 などの盛 り場に遊び
に来 られるよ うになったのであるXV11。ここにナンパがすでに反社会的なものから消費社会
的なものに移行 しっっあるとい うことが見 られる。っま り、大正期のよ うにごくわずかのエ
リー ト層の不良学生文化であったナンパが徐 々にその下の層にも落ちてくるのがこの時期
なのである。
風 貌:ア イ ビール ック、 コンチ ネ ン タルル ッ ク、英 国紳 士 風 な ど。
活 動 地域:東 京 の 繁 華街 を 中心 と して い た。 銀 座 、原 宿 、横 浜 な ど。
活 動 場 所:ス トリー ト、盛 り場 、公 園 、 江 ノ島 な どの リゾー ト地 に
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属性:上 流～中流家庭の子女(都 市中産階級)当 時、高級スポーツカーを自家用車
で持てるぐらいの上層 レベル～それに憧れる庶民層まで。団塊の世代。
■2-41970年 代 のナ ンパ ～ナ ンパ の大 衆 化 ～
1968年から1969年にかけて全国の大学では安保闘争が盛んになっていった。また、1970
年のよど号ハイジャック事件、1972年のあさま山荘事件など、この時代が熱い 「政治の季
節」であったことはその記憶がない者たちにとっても常識である。そ して 日本社会が高度に
消費化 し、社会が豊かになっていくことと反比例 して政治の季節は終わって行 く。ではナン
パは政治の側にっいたのか、消費の側にっいたのか?言 うまでもなく、後者である。60年
代に銀座 に集 った若者たちはすでに 「消費する若者」であった(宮 台 ・石原 ・大塚:2007)。
そ してここに集 う消費する若者たちの中か ら当時のナンパのプレイヤー も生まれていたこ
とは前項で指摘 した通 りである。1970年に大学進学率は23.6%、75年には37.8%まで上昇
し、それまでのような大学生=エ リー トではなく、大衆 としての大学生をべ一スとした学生
文化が70年代 を通 じて浮上 してくることになる(難波:2007)。60年代までのようなある種
の不良文化エ リー トたちがやっていたナンパ も、徐々に大衆 としての大学生たちの手に渡っ
て行 くのである。
1969年1月9日発行の 『週刊大衆』は、大学構…内でヘルメットにゲバ棒を持っ全学連の
学生の横では、多 くの学生たちが性に没頭 していると記述する。年末になれば学校には登校
せずアルバイ トに勤 しみ 日々ナンパす る学生や、名刺を使って他大学の女子大生やデパー ト
の店員をナンパす るもの、同級生たちと男女のグループでスキーに出かけるものなどが紹介
されている。また1974年には湘南 ビーチのナンパを特集する記事が出現 しているxv111。
また、この頃になるとナンパが行われる場所が60年代までの銀座から新宿や渋谷などが
メインになっていく。難波功士は吉見俊哉の、1920年代前後の 「浅草⇒銀座」と1970年前
後の 「新宿⇒渋谷」とい う盛 り場の移行説にさらに付け加 えて、1960年代なかごろに 「銀座
ゆ新宿」への転換があったのではないか とする(難波:2007)が、ナンパのメインス トリー ト
に関してはこの説に少 し遅れて追随する。1973年11.月26日発行の 『平凡パンチ』ではナ
ンパ ・ルポの場所 として渋谷 と新宿が取材 されている。またこの記事で興味深いのが、ナン
パのプ レイヤーたちがそれまでの 「おぼっちゃん」たちに限らないことである。詐欺師のよ
うな男性、30代の労働者風の男性、40代を優に越 した紳士風の男性、渋谷では高校生の二
人の男子学生などである。彼 らは同 じ盛 り場に集まっていることで共通 しているが、それま
での 「軟派」や 「○○族」のような仲間内の関係性がない匿名の通行人である。60年代ま
ではナンパはある種の閉じられた 「族」=コ ミュニテ ィ内の文化であったが、この時期には
そのような性質はかなりなくなっている。盛 り場であれば、誰でも参入できるようになった
のである。
■2-5タ ー ニ ン グポ イ ン トと して の1978年
結論を先取 りす ると、1978年は 日本のナンパ史において重大な転換点である。1960年代
から1970年代にかけて徐々にカウンターカルチャーや不良文化 と言った意味が退行 し、代
わ りに消費文化や大衆文化 としての色合いが濃 くなってくるのだが、1978年を境にこの傾
向が完成す る。1978年がナンパ史の中で重大な年 となるのは3っ の要素がある。①学園祭
ナンパの隆盛②ナンパマニュアルの出現③ス トリー トではない、ディスコナンパの登場であ
る。
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▲学園祭ナンパの隆盛
まず、学園祭ナンパの隆盛であるが、1977年にイ ンカレサークルである 「大学企画事業
連盟」が 日本で初めて大学 ミス ・ミスター コンテス ト開催 した。この時、当団体は都内の歩
行者天国でナンパによって候補者 を探 し出 した。時年の1978年もミスコン出場者を集める
ために、ナンパをすることになる。この年は週刊プレイボーイ との共同企画で、地下鉄での
ナンパによる候補者探 しが行われた。 ミスコンの候補者探 しと言ってもほとんどは口実で、
記事の内容はナンパのルポであった り、声をかけられた候補の女子学生たちのス リーサイズ
やタイプの女性、ナンパにっいていくか どうかの回答が載せ られている。ここで注 目すべき
なのは、記事の構成 に現れる 「大学生」と 「ナンパ」に関する強い結びっきである。参加 し
ている大学生は都内有名私立6大 学であるが、あたかもこのような大学生がナンパを体現す
るような記事になっている。実際この象徴的な記事以外にも、以降毎年のように 『プレイボ
ーイ』 『平凡パンチ』 『GORO』などの大学生向けの雑誌で、学園祭=ナ ンパのような特集が
組まれている。1970年代以降、キャンパス内の恋愛やセックスな どの特集は組まれている
が、大々的に学園祭=ナ ンパのイメージができあがるのは1978年のことなのである。また、
このころを境に雑誌におけるナンパのプレイヤーの主役は完全に大学生になってくる。
▲ナンパマニュアルの出現
また、1978年ごろからナンパマニュアルが突如 として出てくるようになる。それまでの
雑誌におけるナンパの特集は、ナンパを奇妙なサブカルチャー、または逸脱行為 として規定
するルポ的なものが多かったが、このころからナンパは実際にやってみるものとして雑誌上
に登場するようになるのである。もちろん 『プ レイボーイ』や 『平凡パンチ』のよ うな比較
的若い年齢層が読む雑誌にその傾向が強い し、読者の年齢層が高めの雑誌では依然 としてル
ポ的な性格のものある。しか し、このころになると、ナンパはやってはいけない逸脱行為や
反抗行為 と言った性格はもはやなく、大学生な らだれでもやってみるもの といったような性
格のものになっている。そ して、そのことを証明するのが1978年以降のナンパマニュアル
の急増である。
▲デ ィ ス コナ ンパ の 一 般 化
1978年は 日本 で 「サ ター デ ー ナ イ トフ ィー バ ー 」 が公 開 され 、全 国 的 にデ ィス コブ ー ム
が起 こ り(第 二 次 デ ィ ス コブ ー ム)、新 宿 、 六本 木 、赤 坂 な どの有 名 デ ィス コ ク ラブ が 大 い
に盛 り上 が っ てい た。1970年代 初 頭 か ら ご ゴー ゴー ク ラブ 、 サパ ー ク ラブ 、 デ ィス コで の
ナ ンパ は あ った よ うだ が 、75年以 降78年 の 大 ブ ー ム を頂 点 にデ ィス コが 一 般 化 した 。それ
まで の ナ ンパ は主 にス トリー トで あ った が 、デ ィス コブ ー ム に相 ま っ て デ ィス コで の ナ ンパ
も一般 的 にな る。大 正 期 に 映 画館 で こっそ り行 われ て い たナ ンパ を除 く と、野 外 で な い場 所
で ナ ンパ が 一般 的 に な った の は この デ ィス コナ ンパ が 登場 して か らの こ とで は な い かXlx。
これ ら3っ の特 徴 が1978年を境 に 、1980年代 か ら1994年ごろ ま で 隆盛 を極 め る。
■2-61980年 代 か らバ ブル 期 ま で ～ナ ンパ 全 盛 期 ～
1978年以降ナ ンパ文化は大衆化、消費化 を極めナンパを取 り扱 う雑i誌記事 も一気に増え
る。70年代 と比べてその数は4倍 以上とな り、青年 向けの週刊誌では毎週のようにナンパ
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マニュアルやナンパ体験ルポが掲載 され るようになる。1980年代のナンパにおいて特筆す
べきなのは、それまでの路上ナンパ、ディスコナンパ、学園祭ナンパに加えて、リゾー ト地
ナンパである。夏は、軽井沢、清里、新島、湘南な どの ビーチ リゾー トでナンパをし、冬は
スキー場でナンパをするのが流行っていた。雑誌上では 「軽井沢ならここでナンパ、新島な
らここ」のように丁寧にナンパスポッ トを紹介するナンパガイ ドマ ップや、声のかけかた、
服装のア ドバイスまでするよ うなナンパマニュアルがその大半を占めるようになった。
▲女性からの関心
1980年代に入ると、それまで実際にナンパをする層、大学生や高校生向けの記事のみな
らず、女性誌でもナンパ特集 が組まれるようになる。例えば 『ヤングレデ ィ』1984年7月
10号では 「ステキな男の子にナンパ されてみたい!一真面 目な女の子ほ ど、誘惑に弱いんで
す!」 とい うタイ トルで、ナンパをされたい読者 を募って六本木や原宿の路上やバーでナン
パ待 ちをす る企画を組んでいる。同 じく84年7月28日 発行の 『微笑』でも 「84年夏、女
か らのナンパ術」 とい う記事が掲載 されている。内容は女性から声をかけると言 うよりも、
どうした ら 「イイオ トコ」に口説かれ るかのマニュアル となっている。
▲高年齢層にもナンパが広がる
80年代 も後半に入 ってくると、大学生より年上の ビジネスマン層にもナンパが広がって
行 く。例 えば1986年10月11日の 『週刊現代』では 「優秀なビジネスマンなら誰でもナン
パ名人になれ る」 との記事で30代のサラリーマ ンにナンパテクニックを授ける特集を組ん
でいる。 この時期以降現在まで、30代以降を対象 とした雑誌でナンパの特集が組まれるよ
うになる。ナンパの関心が大学生を筆頭 とした20代前半か ら30代、40代以降にも門戸が
開かれたのがこの時期である。
▲有名ナンパ師たちの台頭
80年代のナンパの雑誌記事 には、ナンパに通暁、読者 にレクチャーする役 として当時の
有名ナンパ師たちが頻繁に登場す る。中でも誌上に多 く登場するのはナンパ ビジネスを始め
たとされ る佐藤晃 と路上ナ ンパ写真家の佐々木教である。ナンパがどんどん一般化 してい く
中で、このように有名ナンパ師が登場 した り、ナンパ ビジネスが出現 したのである。佐藤の
ようなナンパ レクチャー系のナンパ ビジネスの他にも、ナンパ代行業も出現 した。
▲メデ ィアナンパの登場
1985年、電話を通 じて見知 らぬ相手 と出会 うことのできるサー ビスである、「テ レフォン
クラブ」が誕生 した。テ レクラは当初 「テレフォンセ ックス」を目的にする店 もあったが、
わずかな期間で 「出会い」の場所 として認知 されるよ うになる。また、1986年にはNTTが
「伝言ダイヤルサー ビス」を開始す る。伝言ダイヤルは、伝言ボ ックスにメッセージを吹き
込んだり、録音 されたものを再生す るサー ビスだった。このサービスは、知 り合い同士の待
ち合わせや、仕事用 といった使用シーンが想定 されてお り、実際にそのようにも使 われたが、
新 しい出会い系メディア、アダル トコンテンツとしても利用されていった。1989年になる
と、NTTがダイヤルQ2サ ー ビスを開始する。ダイヤルQは 、頭 に 「0990」を付 けた番号を
用いる電話 による有料情報サー ビスの情報料金 を電話料金 と一緒に回収す るもので、電話ネ
ットワーク上に声のビジネス空間を作 り出す ものだった。このQ2回 線 を利用 してユーザー
同士が直接電話 をす ることのできる 「ツーショッ トダイヤル」も人気を博 した。このサービ
スができたことで、テ レクラ利用のように店舗に出向かなくても、自宅にいなが ら見知 らぬ
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相手 と出会えるよ うになったのである。
このよ うにして、80年代のナンパシーンはバブル景気 と共に更なる消費化 と大衆化をす
すめ、路上や盛 り場 と言 った地理上の場所以外の電脳空間にそのナンパのステージを発見 し
たのである。
■2-7バ ブル 以後 の1990年代 ～ メデ ィア ナ ンパ とデ フ レナ ンパ ～
1986年から続いたバブル経済は1991年か ら1993年にかけて崩壊 した。ナンパ もバブル
景気の異様なムー ドと相まって、80年代の後半にかけてそれまでにない くらいの消費化の
趣 を見せた。当時ナンパをす るにはお金が必要だったのだ。例えば、六本木のディスコ『GIZA』
で女の子に声をかけ、後 日のデー トではパスタが1皿2500円す る『キャンティ』で食事 し、
西麻布のバー 『レッ ドシューズ』に移動 して、最後は 『赤坂プリンスホテル』に泊まるとい
うコースがナンパ師たちの間でのお決ま りだったくらいだ。デー トには自動車で向かわなけ
ればならず、BMWやベンツを筆頭 として高級外国車が推奨 されることはもちろん、シビック
3ドアやマーチクラスでは女性に相手にされない風潮もあったよ うだ。
ナンパのこうした高度な消費化は実はバブル経済が終焉 したあとも続 く。最後のディスコ
ブームを牽引した 『ジュリアナ東京』がオープンしたのが1991年5月で、このころはすで
にバブルが弾けていた と言われていた。ジュリアナ東京 はバブル的なナンパの終焉期に現れ
わずかな期間であるが、絶大な人気 を博 した。80年代後半に六本木の人気デ ィスコ『TUREA』
で照明崩落事故がおき、そのあお りもあって閉店す ることになる。これを皮切 りに次々に東
京の街か らディスコが消えて行 く。そ してまだバブルが忘れたくない人びとが最後のお祭 り
騒ぎにと集 った場所が 『ジュリアナ』だったのだ。その 『ジュリアナ』もバブル崩壊まった
だなかの92年の正月に最盛 を迎えるが、1994年8月31日に閉店 となった。
バブルが崩壊 し、『ジュ リアナ』が閉店 した94年頃になるとやっとナンパの質が変わって
くる。それまでの消費路線は徐々に退潮 し、ナンパが個人的な趣味に変容 していくのである。
90年代に雑誌上でのナンパを扱 う記事は131件0182件と増 えているものの、割合に関 して
は70年代か ら80年代に関しては4.5倍増だったのが、1.3倍増に止まっている。内容は、
バブル崩壊以降の95年ごろまでは、80年代の焼き直 し的な記事 も多く見 られ る他、特筆す
べきは85年頃に始まったテ レクラ、ツーシ ョッ トダイヤルなどのメディアナンパが人気を
博 していたとい うことだ。また94年ごろには2000年代以降隆盛す るインターネ ッ トを使っ
たナンパの前身 とも言えるパ ソコン通信ナンパが出現す る。
これ らのメディア使用料は決 して安 くなかったが(荻上:2011)、それでもわざわざ高いお
金を使って東京の盛 り場でナンパをす るよりも、自宅や地元でするナンパはずっと手軽だっ
たようである。
バブル時代までにナンパ文化の中で支配的だったのは消費的な価値で、東京都心の街でナ
ンパすることは当た り前だった。ナンパの中心地は60年代は銀座や新宿で、70年代は新宿、
渋谷、80年代は六本木や赤坂な どの東京の都心だった。60年代の銀座で さえ、千葉や東京
郊外か らわざわざナンパをしにくる少年 もいた し、80年代後半の六本木のディスコには地
方か ら遊びにくる人たちもかな り多かった。バブルまでは遊びやナンパの中心は東京だった
のである。
この状況が90年代前半か ら変容する。ひ とっは先に述べた、そもそも地理上の場所 を必
要 としない電脳空間でのナンパ=メ ディアナンパである。もうひとっの トレン ドとして郊外
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でのナンパが始まったのである。千葉の幕張や、埼玉の大宮などに 「ナンパ橋」や 「ナンパ
通 り」と呼ばれ る場所があ り、ナンパをしたい男性やナンパされたい女性が自動車で集まっ
てきていた。週末の深夜には何百台 もの自動車が列をなし、交通違反を防ぐため警察 も出動
するほど人気を博 して したのだが、バブル期 に必要だったと言われ る外国車での乗 り付ける
ものは少なく、もっぱら身の丈に合った国産車でナンパをしていた。ナンパ されにきた女性
の中には 「一番 ラッキーだったのはデニーズをおごってもらったことかな」xxとバブル期の
ナンパではあまり考えられない、デフレ化 した発言 をしている。
1990年代後半になると、バブルのころの 「東京都心至上主義」は消え、都市部が中心と
はいえ、全国各地でそれぞれ好 きなようにナンパをする文化がメジャーになってきたと言 え
る。東京でも新宿や渋谷などの都市繁華街に限らず、八王子や中野などで「安 くナンパす る」
とい う証言もかな り出てきた。XX1このころになると、もっぱ ら、雑誌上のナンパ特集 もバブ
ル期の頃のように派手なものはなくな り、出始めのネ ッ トを使ったメデ ィアナンパ特集や、
これまでになかったよ うな 「安 くナンパする」 とい うコンセプ トが台頭す るようになった。
バブル崩壊以降のナンパは80年代のように 「大学生な ら誰でもや る当た り前の文化」とい
うよ うな様相はな くな り、あくまでの興味をもった人間が個人的にや るものと変容 したのだ。
口2-82000年代か ら現在 にかけてのナンパ～暗いナンパ と空間の変容～
1990年代 に は既 にナ ンパ は大 衆 的 な も ので は な くな り、興 味 の あ る者 の 「島宇 宙 」(宮台 ・
石 原 ・大 塚:2007)的な文 化 に な っ て い た。 まず 、2000年代 以 降 のナ ンパ で特 徴 的 な の は
99年 に端 を発 す る携 帯 電 話 を使 っ た 出会 い の 出現 に よ り、 出会 い に ます ます 場 所 が 必 要 で
な くな っ てい くこ とだ。85年 の テ レ ク ラ、89年 の ツー シ ョ ッ トダ イ ヤル の 出現 で新 しい 出
会 い=ナ ンパ をす る の に必 ず しも街 に 出 る必 要 が な くな る。 さ らに 、94年 ご ろか らパ ソ コ
ン通 信 、97年ご ろか らイ ン ター ネ ッ トを使 った ナ ンパ が 出 現 す るxx11。そ して99年 にNTTド
コモ が 「iモー ド」 サ ー ビス を 開始 す る こ とに よっ て 、携 帯 電話 か らネ ッ トに っ な が る よ う
に な る。この こ とに よっ て 出会 い 系 サ イ トに携 帯 電話 で もア クセ ス で き る よ うに な り、ケ ー
タイ 版 出会 い 系 サ イ トが 隆盛 を極 め る よ うに な る(荻 上:2011)。そ の後 、2008年ご ろ よ り、
スマ ー トフ ォ ンが 普 及 しだ す 。旧来 型 の 掲 示 板 型 の 出会 い 系 サ イ トが ス マ ー トフォ ン普 及 以
降 も存 在 す る が、 ス マ ー トフォ ン のGPS機 能 を使 い 出会 うこ との で き る 「Tinder」「ぎ ゃ る
る」 な どの マ ッチ ン グア プ リや 、 「LINE」ア プ リのIDを 掲 示 板 に書 き込 み 、出 会 え る よ うに
な っ た の は2012年ご ろで あ る。ま た 、2003年か らの プ ロ グブ ー ム 、2005年ご ろ よ りソー シ
ャル メデ ィ ア が普 及 しだ し、ネ ッ トで の コ ミュニ ケ ー シ ョンが それ ま で の よ うな 「ア ン グ ラ」
な雰 囲気 が ほ ぼ無 くな り、大 衆 化 す る(武 田:2011)。SNSでは つ な が っ て い る個 人 の 文脈
は共 有 され や す く、以 前 の メデ ィ アナ ンパ よ りマ ッチ ン グ が容 易 に な っ たxx111。IT技術 の進
化 に よ り出会 い は よ り非 場所 的 に 、簡 単 に な っ た ので あ る。
で はナ ンパ の プ レイ ヤ ー た ち は ど うな っ て い るの だ ろ うか?80年 代 ～ バ ブ ル期 にか けて
は主 に大 学 生 や 「ク リス タル 族 」(難 波:2007)がメイ ンの プ レイ ヤ ー で あ り、 多 くの 人 が
参 入 してい た 。 バ ブ ル崩 壊 の90年 代 中期 以 降 はナ ンパ 文 化 の 人 気 が な くな る こ とも あい ま
って 言 わ ば 「好 き な人 が好 き な よ うに」 勝 手 にや る もの とな った。 そ して 、2000年代 以 降
特 筆 す べ きな の は、 ナ ンパ 師 た ちの 「自己啓 発 化 」 で あ る。
2003年の プ ログブ ー ムの 頃 か ら、 ナ ンパ の経 験 や ノ ウハ ウ、 そ の 日の 「戦 果 」 を記 述 す
る、い わ ゆ るナ ンパ ブ ロ グ も 出現 す る よ うに な る。 この ナ ンパ ブ ロ グの 中 に は 、プ ロ グの 書
き手 が 、ナ ンパ を始 め た動 機 や ナ ンパ の 実 際 を、リア リテ ィ を も って詳 細 に記 述 す る こ とで
カ リス マ 的 人 気 を博 す よ うに な っ た も の も少 な くな いXXIV。ネ ッ トで 有名 に な っ た ナ ンパ 師
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は2006年ごろからカリスマナンパ師 として雑誌やネ ッ トで取 り上げられるようになる。 こ
のカ リスマナンパ師たちはプログや書籍で自らの 「心の闇」を明か し、ナンパする相手も例
えば家出少女や何かしら不幸を抱えているような少女を狙 うことが特徴的であるXXV。この頃
になると90年代前半までのような明るい雰囲気はナンパ界にはな く、暗い雰囲気が漂い始
めた。カ リスマナンパ師に憧れて、ネ ットを通 じて教えを請 う者 も増 え始め、1980年代 と
似たようなナンパ レクチャー ビジネス も再興する。カ リスマナンパ師も教わる者 も、た とえ
ば 「非モテコンプ レックス」の克服のためにナンパに乗 り出す、この状況はナンパ師の 「自
己啓発化」 として捉えられると論者は考えている。2016年現在においては、ナンパブログ
やSNSを利用 したナンパ師同士のコミュニティも盛況であ り、2003年頃か ら基本的にはそ
の様相は変わっていない と言える。
第3章 考察:ナ ンパを成立させる社会的条件
第2章 では大正期か ら現在までの 日本のナンパの歴史を、主に雑誌から情報を得て概括 し
た。このナンパの歴史において変遷 してきたものは、ナンパが行われ る場所 とその意味だっ
た。本章においては、2章 で明らかになったことをさらに明確にするために分析を行 う。ま
た、場所 と意味のセッ トではない、他の社会的条件 にっいても考察す る。
■3-1ナ ンパが行われ る場所 と意味
大正期に現れたナンパは、主に東京や大阪の大都市をその舞台にしていた。中でも東京の
浅草や水道橋 とい う盛 り場の縁 日、映画館、公園などで行われていた。その頃の浅草を盛 り
場にしていたのは下町一帯の下層民だったのではないかとい う説がある(吉 見:2008)。資
料に残 るこの頃のナンパのプレイヤーは下層民ではなく、む しろ上層民であった。もしか し
た ら、下層民たちもナンパをしていたかもしれない。それにしても、なぜ上層民であったナ
ンパのプレイヤーたちは浅草な どの盛 り場を選んだのだろ うか?下 層民が浅草を盛 り上げ
た としても、当時の浅草に娯楽を求めてやってきていたのは下層民だけではなく、ブルジ ョ
ワやインテ リを含む多様な階層がそこには包摂 されていたのである。そ して、このようなあ
らゆる種類の階層 を受け入れて しま うところに、浅草が盛 り場 として輝いた理由があった
(吉見:2008)。また、当時のナンパは上層家庭の不良少年たちの反逆行為であった。下層
民がっくる狼雑な街を上流の子女たちがあえて出歩くことに、彼 らの秘められた反逆性 を読
み取ることができる。ゆえに、彼 らを教育す る立場であるジャーナ リズム的言説が彼 らを「軟
派」の 「不良」 としてカテゴライズ したのではないか。彼 らの生活圏にはない 「街の輝き」
が浅草にはある。それは活動写真館であ り、見せ物小屋であ り、「浅草十二階」であったか
もしれない。
吉見は浅草の盛 り場 としての魅力 として、「変幻 自在 さ」 と 「共同性の交感」を挙げてい
る(吉 見:2008)。「変幻 自在 さ」 とはそこにいる人も、そこでおこる出来事も多様であると
い うことである。そこは 「ある人がいっも特定の役割を演 じるとい うことがなく、彼 らはそ
の演 じる役割を自在に変え続け、場合によっては他の場所では考えられないよ うな登場人物
を平気で演 じてしまう」ような場所だったのだ。
「共同性の交感」とは、浅草の大衆演劇では誰がパフォーマーで誰が客であるかに大 した
垣根 はなく渾然一体 としていたが、街にもそのような空気があったのだ とい うことである。
つまり、当時の浅草ではある意味、誰 もが 「見られ る者」でも 「見られ る者」でもあった。
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誰であろ うとも「同じ社会的世界の住人であるとい う気安 さ」があったのである(吉見:2008)。
当時このよ うな性格を持っ場所で、ナンパが行われていることには非常に説得力があると
考えられる。なぜな らば、そもそも 「軟派」の不良少年たちは 自分の家庭や出自に抗 うため
にナンパをしていたのだが、 この場所ではいっもと違 う自分になれるし(変 幻 自在 さ)、い
っ もと違 う人間たちと触れ合 う(共同性の交感)こ とができる。そ して、ナンパをす るとい
うことは女性 との 「共同性の交感」の具体的表れ として、彼 らの反抗であり、カタス トロフ
ィーだったのではないか?
前述 したように、吉見は1920年代 に東京の盛 り場は浅草から銀座に移 り、1970年代には
新宿か ら渋谷へ と移 ると主張 したが、難波はそれに加えて、60年代中盤 に銀座か ら新宿に
移った と主張 している。1960年代の銀座 は50年代や戦前の 「銀ブラ」の伝統は薄れたに し
ろ、依然 として東京最大の盛 り場だった(難 波:2007)のだが、1960年代はこの銀座で、「お
ぼっちゃんの不良少年」たちがナンパをしていた。当時の銀座 は、「みゆき族」「カラス族」
「アイビー族」などさまざまな若者が集 う場所であった。資料に現れた 「マ ッハ族」や 「フ
ーテン部隊」はその風貌は 「みゆき族」や 「アイ ビー族」に似ているものの、「みゆき族」
が持っていない(難 波:2007)自家用車を持っていた りと厳密 にはどうい う若者たちだった
のかは判別できない。しか し、小遣い額や 自家用車の所持からしておおよそ裕福な家庭の子
女であるところは先述 した。
みゆき族が銀座に来ていた理由として難波は銀座には高級感が漂い、彼 らにとって憧れの
店がそこあったからだと言 う。みゆき族 ら若者 らが銀座に集ったのはこのよ うな高級性への
憧れであ り、彼 らは既に 「消費す る若者」(宮台 ・石原 ・大塚:2008)であった。では、本
論文で現れた 「おぼっちゃんの不良少年」は大正期のような 「反抗す る不良」だったのか?
それ ともただの 「消費す る若者」だったのだろ うか?い や、彼 らはその中間的存在ではなか
ったのだろ うか?確 かに、服装を考えるとみゆき族的な 「消費す る若者」であるが、彼 らの
自意識ではあくまでも反抗であり、そ う証言 していたのであった。っま り、このころのナン
パの担い手たちの一部は歴史的に存在 していた 「反抗性」を引き継ぎっっ も、後に花開 く「消
費性」 も持ち合わせていたことになる。
ではあらためて当時のナンパ師たちにとって銀座 とい う街は どのような場所だったのだ
ろ うか?「 ここは大人たちの街である」とい う大人たちの言い分に対す る 「この通 りは俺た
ちのキャッ トウォークであり、ナンパのコロシアムである」場所(難 波:2007)、ある種、大
人たちの高級性に憧れを持ちっっ も(消 費性)、それに順応す るのではなく、我がもの とし
て銀座を手に入れ ようとしたのだ。っま り、60の銀座 とはナンパす る若者たちに とって、
消費的な場所でありなが らなおかっ反抗の現場だったのだ。
次に、1970年代以降1990年にテ レクラ、インターネ ットな どのメディアナンパが出てく
るまでのナンパの場所 はどうい う意味を持っていたのだろ うか?1970年代以降ナンパが行
われている場所は、新宿、渋谷、六本木の路上、ディスコ、レジャー先のスキー場や ビーチ、
大学の学園祭であった。論者が調べた限 りでは、この時期には銀座や浅草、上野でナ ンパが
盛んであったとい う記事は無かったXXV1。
例 えば、1973年のパル コのオープンを皮切 りに、パル コ新館、東急ハンズなどの大型店
舗の開設が続 き、70年代末までには渋谷は 「明るく開放的でファッショナブルな街」 とし
て若者たちの強い支持を受けるようになる。また、原宿、青山、六本木 と言った一群の街街
が、互いに作用 しあいながらファッシ ョナブルな空間として浮上する(吉 見:2008)。
雑誌記事に現れたナンパでは、1970年代までは新宿の路上やディスコなどが多かった。
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前述 したように1978年代以降は さらに消費化 と大衆化が進むのであるが、このころより渋
谷や六本木な どの 「明るく開放的でファッショナブルな街」でのナンパが多 くなり、バブル
の時期になると、六本木や赤坂な どより 「ファッシ ョナブル」な場所でのナンパがメインと
なる。他にもスキー場や ビーチなどの リゾー ト、学園祭 と言った場所でのナンパが確認 され
た。っま りこの時期のナ ンパ場所はおお よそ 「消費をす る場所」として意味 されている。バ
ブルのころでは 「より消費す る男がモテる」ことはナンパ界では常識だった。
しか し、1980年代中盤 に入 り、ナンパの場は大きな転換点を迎えることになる。それは
「場」の拡散だ。ナンパをするために必ず しも現場に行かなくてもよくなったのである。85
年のテ レクラに端を発 し、現代のマ ッチングアプ リに至るまで電脳空間で新たな 「出会い」
が生まれるようになってから、それまでのナンパの舞台であった 「盛 り場」が必ず しも必要
でなくなったのだ。またころを同 じくして、大宮や千葉などの 「郊外ナンパ」が確認 される
よ うになった。
ここまで駆 け足でナンパの 「場」とそれに付随する 「意味」の変遷にっいて振 り返ってき
たが、図にす ると以下のようになる。
図4)ナ ンパが行われ る場 と意味の変遷
場の性格 盛 り場 マ ッチングの場
時代 1910年代 1960年代 1978年ご ろ ～
1993年ご ろ
1990年代 ～ を 中 心 と
して
場所 浅草など 銀座など 渋 谷 、 六本 木 、
リゾー ト、学 園
祭
場 の拡 散(テ レナ ン
パ 、ネ ッ トナ ンパ 、
郊 外 ナ ンパ 、 これ ま
で の盛 り場)
意味 反抗 反抗 と消費 消費
?
本セクシ ョンは、ナンパの場 と意味にっいて論 じてきたが、それでは上記表の一番右下の
枠 を埋めることができない。 しかし、このことは終章で検討 したい。
■3-2ナ ン パ を 成 立 させ る イ デ オ ロ ギ ・一・一・は あ る か
論 じてきたよ うに、ある時期まで場所 と意味のセ ッ トがナンパを成立 させる要因となって
いた。ではそれ以外 にもナンパを成立 させる条件はあるのだろ うか?
本項では恋愛の思想 について考察 してみたい。
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近年、主にマスメデ ィアやイ ンターネ ッ ト上の言論で若者の 「恋愛離れ」あるいは 「恋愛
しない若者」なるものが話題にされている。(た とえば2015年10月19日NHKニュース 『おは
よ う日本』での特集な ど)ま た、2014年の内閣府の調査では未婚かっ現在恋人のいない20
代～30代の男女への調査 において、約4割 が恋人が欲 しくないと回答 している旨を明らかに
した。(内 閣府,平成26年度 「結婚 ・家族形成に関す る意識調査」)一 方、以前からのよ う
に日本社会においては大正期以降 「恋愛至上主義」(赤川:2002)イデオ ロギーが広 く浸透
し、つい近年までのテ レビ ドラマな どでは恋愛(至 上的)要 素を含めない と成立 しないほど
の、 「恋愛教」(小 谷野:1999)が通念 として作用 していたと言える。
そもそも恋愛 とい う概念は近代社会になって生 じたものであるが(山 田:2002)、近年、
何が恋愛で何が恋愛でないかの枠組みが揺 らいでいる。とい うのは先述の論者たちを筆頭 に
様々な研究者が述べるところである。言わば現代の日本はそもそもの構成概念であった 「恋
愛」がゆらぎ、その意義を問い直 される時代 と言えよ う。ナンパ=軟 派はその概念が出現 し
て以来、いわゆる 「恋愛」の近縁に位置づけられ るものの、正当的な恋愛行動 として語 られ
てこなかった反社会的な恋愛的行動である。山田昌弘によれば 「近代的恋愛」には達成 され
るべき三っの課題があると言 う。①本当(と みな される)恋愛感情を感 じること②特定の相
手を求めること③個々の欲求を充足す ること。 この三っの要件 をクリア して初めて 「恋愛」
として成立するとい うのだ。っまりこの 「本 当の恋愛」要件を満たさない恋愛的行為は 「偽
者の恋愛」 とみなされ、亜流であり、正当的な立場を獲得できない。
では、この、条件づけが厳 しく成立することが困難であることが容易に予想 される正当な
恋愛はどのような制度(的 概念)に 後ろ盾 されていたか。それが 「恋愛結婚」であると山田
は言 う。このイデオ ロギーが成立 し、制度 と上手 くマ ッチングす ることによって、社会にお
いて正当な位置を得ていた と言 うのだ。結婚 を前提にしない 「恋愛」は恋愛ではなく、恋愛
はこのようにして結婚に閉じ込められてきた経緯がある。ただ、山田も指摘す るように1975
年以降の 日本の主に都市部において、今までの恋愛が困難になっている。その要因として山
田は(1)恋愛 と結婚の最分離(2)女性の社会進 出による、出会いのチャンスの増加(3)社会が相対
的に豊かになり、恋愛相手への欲求が高度化(山 田:1996)を挙げている。恋愛 を条件づけ
ていた社会的な基礎が変化 した とい うことである。
この1975年以降のこの時期はま さに 「ナ ンパ」が不良文化あるいはカウンターカルチャー
的なものか ら質を変え、多くの若者たちがその名 を知 り実践に乗 り出 していった時期である。
この時期に正当的な恋愛 として除外 されていたナンパが 「恋愛」の存立危機に乗 じてある意
味で社会進出す るのである。特にナンパは 「本当の恋愛」の条件②特定の相手 を求めること
に反する行為である。必ず しも結婚 と恋愛を結びっけなくてよくな り、出会いの数 も増 え、
相手への要求 レベルが高くなる。
この 「恋愛の危機」の要件はナンパにとってはまさに好機だったのである。山田は今後、
恋愛は、特定の他者 にあくまでもこだわり、オタクやス トーカー的な類型 としての恋愛 とし
て残 るか、あるいは 「恋愛」そのものが消滅すると予想す る。恋愛が消滅するとい うのは、
「近代的恋愛」がさまざまな要素に分解す るとい うことである。っまり、セ ックスをしたい
相手、親 しさを感 じたい相手、トキメキを感 じたい相手、結婚する相手、などかっては結婚
の配偶者 とその前段階 としての恋人の役割に科せ られていた欲求が細分化 されて別の人々
に分散 されるのである。ナンパの実態は後者の予想に近い行為である。
では、恋愛が 「死んだ」現代、ナンパは相対的に優位な恋愛行為になっているかとい うと
そ うではない。統計調査が表すには、ナンパをする男性は少数であり、しかも時代によって
その割合が異なって くる。2005年の 『若者の 「性」白書』調査では、男子大学生のナンパ経
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験率は13.9%、女子1.7%であ り、2011年の 『若者の 「性」 白書』の調査では大学生の男子
のナンパ経験率は9.8%、女子1.2%。現代においてナンパを している若者は多 くて10%程度
であり、 しかも1974年と比較す ると男子は20%ものポイン トを下げている。2005年からの6
年間でも4.1%下げている。(1974年の調査では、男子経験率29.6%、女子経験率5.9%であ
る。:『 青少年の性行動』)恋 愛が困難に曝 され出 した時期の方が、もっと恋愛が困難にな
った と思われ る近年 よりナンパが盛んだった し、さらに昨今に至ってもナンパ経験率は下が
っている。
このように 日本においては1975年頃を分水嶺 として、 「近代的恋愛」概念 とその観念に構
成 された恋愛行動が瓦解 し、特に近年に至っては、「草食系」やそれに対置 されるような 「肉
食系」など、明確には概念的区別ができないような性的なコミュニケーション状況になって
いると言 える。
今では何が恋愛で、何がそ うでないのかが明 らかではない。ナンパもかっては正当な恋愛
ではない行動 として、反射的にラベ リングが容易な時期があった。故に漢字表記の 「軟派」
とい う意味含意が多いことばからカタカナ表記の 「ナンパ」とい うより意味を含まないこと
ばへ と変質 していくのである。恋愛 とい う概念が作 られたのは1870年代のことであるが(柳
父:1982)大正期以降、 「恋愛至上主義」イデオ ロギーを経て1960年代には 「親密性パラダ
イム」が基本通念となった(赤 川:2002)。山田や赤川が明らかにしているよ うに、恋愛や
性愛は常に構成概念であって、しかもその中心概念を変化 させなが ら、規範 として人々の性
行動 を規定す る。
ナンパは恋愛のように多 くの人がする行為ではない。いや、恋愛も結婚 と言 う制度 と上手
くかみ合って成立す るものだった。何か他のもの と比べて成立する。歴史的に見てそれはな
んだったのか?
まず、現れたのは 「軟派」だった。軟派 とい う言葉は 「不良少年」のひ とっであ り、さら
にその中の 「硬派」の対義語であった。っま り、大きな枠組み としては 「優 良な少年」なる
ものと対置 して考えられてきた言葉だろ う。すなわち当時は逸脱者 としてまなざされていた。
また、 「硬派」との対比では、より柔 らかいものとして考えられていただろ う。これは今の
言語感覚だと、 「チャラい」とか 「軽い」に似ていると言 える。事実今でも、ナンパをして
いる人にっいてよく聞かれる批判は 「チャラい」や 「軽い」 と言ったものであるxxvi1。
1960年代にカタカナ化 され、より語源の意味は薄まっているものの、 「ナンパ」とい う言
葉はその出自からして反社会的なものであり、今 もその意味は残っていると言 えよう。1960
年代まではまだ反社会的な逸脱者 としてまなざされてお り、ナンパをしているものたちも、
まだ反抗の意をもっていた。そ して1970年代には反抗の意味がほとんどなくな り、1978年頃
にはほぼ消え去 り、消費的な意味でのナンパ文化が一気に花開くのである。以降、バブル崩
壊までは 「ナンパ最盛期」 と呼べるほどの大衆文化になった。
そ してナンパ文化が花開 く頃には奇 しくも①本当の恋愛感情を感 じ、②特定の相手 と③
個々の欲求を満たす と言 う意味での 「近代的恋愛」が不安定になった。この頃のナンパ経験
率は現在の3倍程度である。残念なが ら、1975年か ら2004年までの間のナンパ経験率を統計
的に調査 したものはないxxvii1。推察することしかできないが、おそ らくはナンパが消費的な
意味で絶頂であったバブル崩壊前までが 日本人のナンパ経験率が最も高かった時期ではな
いか。その後、ナンパ経験率は2005年、2011年と年々下がっているのは前述の通 りである。
これまでの考察 をまとめると、ナンパはそ もそ も反社会的な意味があった。っま り反秩序
的であったが、その近代的恋愛的イデオロギーが崩壊す るころに確かに盛 り上が りを見せ る
ようになる。だが、そのイデオロギーが崩壊 したことがナンパ を促進 したのかどうかは分か
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らない。ただ、 「本当の恋愛」や 「よい少年」のような支配的価値基準に反す るものであっ
たナンパ とい う行為は徐々にその意味は無 くなっていったのだ。
4章 不明瞭になった現代のナンパの 「意味」理解す るために～なぜ彼 らは今でも路上に立
つのか～
今まで見てきたように、ナンパを歴史的に見て行 くと、ある時期まではナンパをする場所
と意味がセッ トになっていた。1960年代までは反抗の意味、バブルまでは消費の意味がそ
れぞれの場所 と対になっていた。また、ナンパを成立 させる社会的な思想の検討 も行ったが、
時期的に整合性はあるものの、「近代的恋愛イデオロギー」がナンパを成立 させる重要な ピ
ースになったかどうかは分からない。
ナンパ史的に現代はもっともその舞台=「 場」が拡散 している。これまでは場がその意味
を規定 してくれていたが、今では場は拡散 しているゆえにその意味が不明瞭である。っま り
ナンパが社会的に意味するところが分からなくなっているのだ。しか し、現代でも多くの男
性たちがナンパ行為に励んでいる。 「その意味は個人のそれぞれが持ち、社会的に見れば多
様化 した」 とい うお決ま りのポス トモダン論的回答では何も答えられていない。
そもそも、論者がナンパとナンパ師に興味を抱いたのは彼 らがその行為に向か う、ある種
の強迫的な姿勢を感 じたか らである。ここにはやはり同時代的な共通1生が何かあるのではな
いか。
本章では、これまで明 らかだったが、今では不明になった現代のナンパの意味にっいて再
びナンパ師か ら聞き取った声を元にしてXXIX、仮説を述べてみたい。
■4-1ケ ー ス1～ 自 らの ポ ジ シ ョン に反抗 す るSの 場合 ～
"雅々と付き合 っ右†ういけないノってのはあるよね。親哲代が 経験によって身につげτき
た知、恵なんだろうね。下の階層と付き台 うと自分もその階層に落 右て行 ぐよ うな。子どもは
不良 と付き合った ら這 を踏み外 すとかは分か らな いわげよ。ヲzどもは」楽しいことをした いか
ら。だから子どもにとってぞういう親の進言は訪得力がないのよね。ただ の教えだから。子
どもにば経駿が伴 っていな いわげだか ら、やってみな いと分か らな いと子どもは思 っている。
瘡が一侍鰐痕ん でいたのは、分か クやすぐ言うと何も1経験さぜてくれなか った ということ。"
(S氏インタビューより)
Sは30代 前半、ナンパ歴8年 程度で、ナンパ して関係 してきた女性は数えていないが3
ケタには達す ると言 う。東京で長 らく活動 してきた他、全国各地域、海外まで遠征 してナン
パするとい う。現在はその腕前を活か し、ナンパ講師 として活動する。医師の父 と専業主婦
の母を持ち、3人兄弟の長男 として都市部で育った。私立の進学高校 に通い、東京の一流大
学の文系学部で学んだ経験を持っ。このような経歴 を持っ 自分を、どの階層に位置するかで
捉 えたがるのがSの 特徴だった。「カース ト」 とい う強いニュアンスを持っ言葉を多用する
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ことか らも、Sのエ リv-・一・ト意識が垣間見える。ただ、彼 自身の認識では 「ホンモノの上層部
と言 うわけではないし、下層でもない」。 この階層意識 とナ ンパ行為 とを結びっけるのがS
のス トー リーの特徴だった。ある意味屈折 しているとも言 えるエ リー ト意識が彼の自己認識
像を示唆 している。筆者 との対話において、彼が話題にしたのはおおまかに言って、過去の
生育環境や出自、友人関係、異 性関係にっいてであるが、いずれ も直接的にはナンパにっい
ての話題ではなく、ナンパを始めた頃の時点を中心に してその動機 を間接的に語っている体
となっている。
Sは 自己の比較的高階層の出 自に疑問を持 ち、反発 としてのナンパ行為をしていたこと
を明 らかに している。ただその結果、当初感 じていたような階層を越境 して他者 と交わるよ
うなことはなく、結局は自己の階層的なポジシ ョンを確認 していったような作業であったこ
とも自認す る。ナンパ とい う行為を通 して、文化 ・経済的な豊かさ/貧しさを他者 と比較 し、
自己の相対的な立ち位置 を探っていたと評価できる。
Sは 自身の階級意識から友情関係 を結びにくいことを自己分析する。Sは友情関係への強
い希望 を持 ちながらも、度重なる挫折経験か ら友情関係 を結ぶことを諦めていた。異性愛関
係においては友情関係において求めるもの(「同志感」)を期待 しなが らも、半ば諦めたよ う
な形で関係 を理解 していた。それにも関わ らず、同志的な交わ りを持てそ うな異性 との関係
を避けるように して、本心ではあまり関係 したいようなタイプではない、違 う階層の女性を
ナンパ していた。
また、恋愛において関わっていた女性 も自らの階層 より下であったと言 う。彼女 との関係
の親密性が上がっていくにっれて、耐えきれなくな り挫折 して しまった。彼 において恋愛 と
は一対一の人間関係の密度を高めて行 くことであり、そこに耐えられなくなると逃避するよ
うにナンパに舞い戻ってきたとい う。彼の中でナンパ とは逃避であ り、浅い人間関係 を繰 り
返す ことであった。
Sの 述懐は主に、① 自己の出自/階層性への疑問とその反抗 ②親密な関係への強い期待
と諦め からなる。①からは自分 とは違 う階層の人間 とコミュニケーションす ることを志向
させ、②においてはナンパを逃避行動 としてやっていることが明 らかになった。
Sの場合、他者 と比較 して 自分が優位 に持って しまっているものへの疑問 と後ろめたさと、
高い水準の親密性への諦めといわばその逆作用の働 きがナ ンパ行為へ と向かわせ た動機 と
なっている。また、Sはナンパを始めたころと現在の変化はないとい う。希望が挫かれたと
ころか ら 「堕落」 としてナンパを始めたが、その 「堕落」 も自らフェイクであった評価 し、
逃避であったためナンパする前 とナンパをしている今では大きな認識が変わ らないが、諦め
を確認す るとい う意味はあったようだ。
■4-2ケ ース2～ ナンパが手放せないTの 場合～
"あん まクナンパはうまくいかないん ですよ。たまにうまぐいぐからはまっちやうみたい
な。困難だからこそはまるんでずよ。あれですよ。たぶん勉のスは、仕事 でその欲求みたい
なものを満たすというか、ぞうすべきところと、僕はな いか らぞうな っ右やってるみた いな"
`ス周不信などうですか。感 じな いですか。ナンパを経 て、感 びな いですか?
女の子信 びよ うと思 っτるんですげど、でも暇だからの配なんですよね。
女の子を信 びら初ないなと思 って"
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"なんかあれ ですね、 きっともうすぐできな ぐなる0や な いですか。40前 となると。ぞう
した らどうな っていぐんだろうと思 って。みんな子供作った クして'、生 きが いみたいなもの
を得 ていくけど、、、でも勉にやっぱないか δでしょう。面 白いものと、か、自分の技 とか とは
言わな いまでも、なんとな ぐ自分にば できるみた いなものが ナンパなんです"(T氏 イン
タビュー より)
Tは30代 半ば、ナ ンパ歴5年 程度で関係 してきた女性は10人程度のかな り 「控えめな」
ナンパ師である。池袋を主な活動拠点 とし、それ もかな り限られた場所でしかや らない とい
う。場所 に対するこだわ りがあり、インタビューでは 「ナンパをやめるには池袋から遠 くに
住まないといけない」とまで言っている。活動実績も控えめで自ら場所の制限をしているの
にも関わらず、彼がナンパ師を自認 しナンパにある種取 り慧かれ 「やめられない」と語るよ
うに、彼はナ ンパに対 して強い思い入れがある。
大学時代、見た目がパ ッとしない友人がナンパ しているのを見てナンパの世界に興味を持
っ ようになったTは ナンパブログを閲覧するようになった。また同時期にSNSを通 じて見知
らぬ女性 と関係できることが分かった。ナンパを始めるようになってからも成果は芳 しくな
いが、続 けているとたまに成功が得 られ る。するとその成功体験が忘れ られなくなった と言
う。プロセスで苦労 したか らこそ、また稀に出会 う成功は手放せなくなるよ うな魅力がある
とギャンブルに例えてTは 言 う。それゆえ半ば行為に飽きてきているにも関わ らず行為を辞
めることはない。自身でもこのような嗜癖状態はよくない と思っているが、実際の ところは
やめたい とは思っていないらしい。
またTは 好みのタイプの女性を明確に意識 しているが、好みのタイプの女性 とは関係でき
ていない。ナンパでできた彼女も理想のタイプではなく、それゆえ不満を持ち続 けているが、
彼女が他の異 性関係に向か うことを不安がる。彼女への貞節願望の反面、T自身は他の女性
をナンパ し関係することで 「安心」するとも述べている。関係する特定女性への浮気の不安
を複数の女性 と関係することにより分散化 させている。
Tがナンパを続けている理由は孤独 と他者への優位性にある。会社の同僚や友人に対 して
ナンパをできることがある程度ステータスであり、自分の優位 を示せるもの として捉えてい
る。
、Tがナンパを続けている理由はナンパのギャンブル性 にあるが、これも多 くのナンパ師が
ナンパの魅力 として挙げるものである。個人差はあるがナ ンパは行為の性質上、多数の見知
らぬ異1生にアプローチ してそのごく一部 としか関係できない。ゆえにナンパ師は女性が 自分
に対応 してくれ るか見極める作業 を行 う。Sも 「ナ ンパは選別がほとん ど」 と語っている。
自分に対応 して くれる 「行ける」女性を志向す るようになる結果、好みのタイプの女性 と関
係できずにジレンマを抱えているのがTの 場合 と言 える。このことは特に手練を自認 しない
ナンパ師に多かった。また、Sに よればナンパのマッチングは 「同階層」の人間に起こりえ
ることであり、好みの女性を落 とす ことができるとい うナンパ師も結局は 「行ける」女性 と
マッチングしているに過 ぎない との見方 もできる。
TもS同 様 にナンパを始めた動機 を明確 に意識 していないが、理想の関係性 を営めないゆ
えにナ ンパ を繰 り返す とい う意味では同様であった。
■4-3現 代のナンパの意味～自己啓発 と嗜癖、あるいは逃避～
インタビューの結果、ナンパを始めた理由やナンパの意味 として多かったのは、青春時代
における性愛 コンプ レックス(「非モテコンプ レックス」 と語る者が多かった)で ある。あ
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るインタビューイはナンパの 目的 として、「学生時代 に無視 されていたギャルへの復讐」 と
語 り、「ナンパ とは女性に対す る悪意」 と語るものもいた。Sの ように育ちや家庭への恨み
を話す ものもいた。
Tのようにナ ンパ をゲームやギャンブルのように捉え、数を増や した り、成功の確率を上
げる快楽があることも続けられる理由として語るものが多かった。
論者 がインタビュー した21人の中には、おお よそSの よ うな 「自己の過去」にその意味
を求めるものが多 く、意味を自覚 していない者の中ではTの ような 「嗜癖」的に辞め られな
い と語るものが多 く、その特徴 として記述できる。
またSの 述懐が興味深いのは、彼 は明確な 自己の出自や家への反抗 としてナンパを捉 えて
いる点である。 この点は1960年代までのオール ドなナ ンパの意味 と同 じである。 さらにS
もTも 他にインタビュー したナンパ師も、とい うよりナンパ 「師」はほとん ど日常的にナン
パをしてお り、Tの ように嗜癖的なものを自覚 しているものいる。例えばこれ らは60年代
以降隆盛を極めた 「消費」的なナンパ とっながるものはないだろ うか?
全体的にナンパ師が語るナンパの動機や意味 として 「気に入 らない過去の自己」への対処
と言えそ うである。それが例 えばSの 場合は家族であるし、他のナンパ師では 「非モテコン
プレックス」であるし、「彼女 どころか友だちがいなかった～中略～暗い青春」(リーマンナ
ンパマスター:2009)であるのだ。このことは2章 でも記述 したよ うに、2000年以降のプロ
グナンパ文化に特徴的なことでもあった。かっての 自分への対峙、それ を 「自己啓発」的な
意味 と呼ぶ とす ると、現在ナンパをしているものたちにとっての意味のひ とっではないか?
そ して、何かしら動機を持って始めたことが嗜癖的にやめられなくなっていることも確認
された。ナンパを辞められない嗜癖的な現実は、80年代的な消費 とも違 うだろ う。
もちろん これ らが現代なおス トリー トに立っ者たちの意味であると断定す ることはでき
ない。なぜなら、そもそも90年代後半以降やはりナンパの意味は場所の拡散によって、見
えない ものになっているからである。
■おわ りに
現代のナンパは社会によって意味付けられるものではない。ある種、さまざまな自己がそ
れぞれ意味を規定 しているのである。
われわれの現実において、 自明なものはもうなにもない。 自明性の喪失 自体が、
全 く自明になっているのだ。～中略～ 現在を生きるとい うことは、価値のコルセ
ッ トをっけて生きること、大きな理念や制度の型にはまって生きることではない
の だ。 人 は 自分 が何 であ るかを 自分 で決 めな けれ ばな らない。(Bolz1997
=1998:3-4)
まさに、このよ うな現実において社会ではな く、自分で自身を規定す るためにナンパ師た
ちがその営みを しているとす ると、果た して彼 らは 「軟派」なのだろうか?い や、全 くもっ
てその逆ではないか?
もはや反抗す る社会はない。もはや謳歌す る消費もない。ラディカルな恋愛革命でもない。
もはや都市に意味はない。それでも彼 らは今夜 も路上に立っている。いったい彼はどこから
来たのか。彼は何者なのだろうか。彼の 目には何が映っているのだろ うか。それはもはや学
問的な分析を超えて、彼 自身にしか分か らないものだ。本論文はその彼の過去の姿を明らか
にした。しか し、彼がこれか らどこへ向か うのかは分か らない。彼は自分を見っめているの
かもしれない。 しかし、彼は間違いなくわれわれの同時代人である。
29
iこれ らの場合の行為もそれぞれ 「ナンパ」と呼ばれ ることはあるが、あくまでもそ
iiナンパ 師R氏 の イ ン タ ビュー よ り
iiiナンパ 師K氏 へ の イ ン タ ビ ュー よ り
・ただ、ナンパの動機はナンパ師 ごとに微妙に違 う。過去の女性不信 を克服す るた
めにやると言 う者、面白い人に出会いたい と言 う者、理由などない と言 う者 などさ
まざまである。個人によってバラつきのある動機 については興味深 く、別の機会 を
持って検討す る余地がある。よって今回はあくまでもナンパ行為に共通する最も簡
単な外的な目的だけを抽出することにした。ナンパにおけるとりあえずの共通 目標
がセ ックスであることに異論のあるナンパ師は少ないだろ う
vナンパ師S氏 は、恋愛の 「時短」テクニックであると証言 した。
・・例 えば 自身 のプ ログに、一年 間のナ ンパ にかか った経費 を計上 し、報告す るナ ン
パ師 もい る。(『ナ ンパブ ログ それ いけ!ナ ンパ ンマ ン皇 のス トナ ン、クラナ ン、
ネ トナ ン体験談』http://nanpaburogu.com/?p=5837)
vii坂口は短期的 に男性 とセ ックスす る傾 向のあ る女性 がナ ンパに合 いやす いか どう
かを慎重 に検討 した上で、その因果 関係 を強 く否定 しない ままで論 を終 え る。 しか
し、ナ ンパ師 たちはナ ンパ につ いて くる女性 は 「見れ ば分 か る」 と述べ ることが多
い し、その よ うな女性 た ちを 〈即 系〉 と呼ぶ ことはナ ンパ 師界 では常識 の用語 であ
るか ら、ナ ンパ 師た ちがナ ンパ につ いて くる女性 たちをそ の外 見か ら見抜 いてい る
ことの信 慧性 はか な り高い。
・iiiナンパの動機 同様 、ナ ンパ師 によってそ の 目的 は違い 、この よ うな一般化 を否定
す る者 もい る。 しか し、ナ ンパ ブ ログやイ ンタビュー 、ナ ンパ コ ミュニテ ィにおけ
るや り取 りを概観す る と、 この よ うな傾 向が見 られ るのは明 らかであ る。
ixBuss,D.M&Schmitt,D.P,1993.SexualStrategiesTheory:AnEevolutionary
PerspectiveonHumanMating.PsycholRev.
x同 上
xi同上
xii『週 刊 サ ン ケ イ 』1965年3月22日 号
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xiiiナンパ をす る際 に女性 の歓心 を引 くた めに派 手に着飾 るこ とはナ ンパテクニ ッ
クと して基本的 な こ とであ る。著名 なアメ リカのナ ンパ師 であ る ミステ リー とニー
ル ・ス トラウスは 〈ピー コ ック化〉 として提唱 してい る し、論者 が取材 したナ ンパ
塾 「アル テ ィマナ ンパ学 園」の講師 たちや生徒 も、ナ ンパ の ときはすれ違 えば誰 も
が振 り向 くレベル の派手 なフ ァッシ ョンに身 を包 んでいた。
xiv『女 子 大 生 を プ レイ メイ トに 女 を知 れ!』(66年2号)『 女 子 大 生 が許 すT・P・0/女性
大 性 キ ラー ・宇 能 鴻 一 郎 氏 の体 験 的 発 言 』(67年4号)『 新SEX喫 茶 学 入 門』(69年27号)
な ど
xv統計 局
,2015,「平 成22年 基 準 消 費 者 物 価 指 数 」
http://㎜.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001033702&cycode=0
xvi公益 財 団 法 人 消 費 者 教 育 支 援 セ ン タ ー ,公益 財 団 法 人 生 命 保 険 文 化 セ ン タ
ー ,2012「高 校 生 の 消 費 生 活 と生 活 設 計 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 報 告 書 」
http://㎜.jili.or.jp/press/2012/pdf/h24-hs-enquete-report.pdf
xvii前出の 「週刊サ ンケイ」の記事 で も 「最近 、銀座 は百姓 がい っぱい出 るよ」な ど
とい う証言 もあ り、千葉や埼玉 か らわ ざわ ざ遠 出 して くるフーテ ンもい た よ うだ。
また、1967年の時点では フーテ ン族 は ごく一般的 な家庭 か らも排 出 され ている と難i
波功 士は述べ てい る。(難波:2007)
xviii『週 刊 プ レイ ボ ー イ 』1974年20号
xix1960年代 にパ ーテ ィ・一会場 でナ ンパ を していた よ うな記録 は残 ってい るが、見知
らぬ人 び との新 しい出会 い とい うよ り、む しろ仲間内の集 ま りで あった よ うであ る。
(『週刊サ ンケイ』1965年3月22日号)
xx(『SPA!』1994年9月14号)
xxi(『週 刊 大 衆 』1999年12月13日 号)
xxii出会 い 系 サ イ トが 出現 した の も この 頃 で あ る。(荻 上:2011)
xx1112006年にSNSサイ ト 「mixi」を使ってナンパ していた男性は 「女性の 日記を検索 して、
例えば 『男 と別れた』と書いてあれば、す ぐにメッセージを送 るんです。す ぐに返事が来て
ア ッサ リ携帯番号を教えてくれましたよ」と証言 した。氏曰く、SNSは個人情報を大量に載
せてあるので、話 しを合わせるのが容易であるとのことである。
xxlv例え ば フ ミ ト ・バ ン ク の 『た だ で ナ ン パ す る そ え!』http://fmtbank.seesaa.netな
ど。
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xxv(sanzi:2005『即 系 物 件 』 ミ リオ ン 出 版)
xxvi例えば佐々木教のような1980年当時でナンパ歴20年以上の 「古株」ナンパ師になる
ほど、場所にこだわ りはないようで、上野や銀座でナンパ をしていたとの証言 もあるし、現
代のナンパ師にっいても同じよ うなことが言える。
xxvii論者 がイ ン タ ビュV-一したナ ンパ 師 の 中 には 一般 的 に 「ナ ンパ が 一般 的 に チ ャ ラい こ と く
らい 分 か っ て い る」 とい う者 が 多数 い た。 しか し、必 ず と言 っ て い い ほ どそ の後 に 「で も、
唯 一 無 二 の 相 手 に 出会 うた め にや って い る」や 「本 能 に従 っ て い る だ け」な どの エ クス キ ュ
ー ズ をセ ッ トに して 語 るの で あ った。
xxviii『「若者の性」 白書』の第2回 調査(1981年)から第5回 調査(1999年)にはナンパ
経験率を質問 した項がない。第1回 、第6回 、第7回 には存在 し、抜 けた期間の経験率は推
察する他ない。また、管見の限 りでは他 にナンパ経験率を調べた統計はない。
xxi・21人のインタビュー結果があるが、ここでは紙幅の都合上おお よそ何 らかの 「意味」
が汲み取 られるようなものを2件 採用す る。
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